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秋田県内には 4，500箇所を超える遺跡の存在が知られています。それ

らは私たちの祖先の生活の痕跡であり、埋蔵文化財として今日まで受け

継がれてきたものです。こうした大地に刻まれた歴史は、損なうことな

く未来へと引き継いでいかなければなりません。

近年、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築く

ための地域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財保護との調和を図ること

が急務となってきております。遺跡分布調査と遺跡範囲確認調査はその

ための基礎となるものであります。

本報告書は、平成 11年度に国庫補助事業として実施した県営ほ場整

備事業・日本海沿岸東北自動車道建設事業などの遺跡分布調査と、日本

海沿岸東北自動車道建設事業・大館能代空港アクセス道路整備事業など

の遺跡範囲確認調査の結果をまとめたものであります。

報告書をまとめるにあたり、調査に御協力いただきました関係各機関

に感謝申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきまして御

理解くださいますようお願い申し上げます。

平成 12年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺清
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1 本報告書は平成 11年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した遺跡分布調査と遺跡範囲

確認調査の報告書である。ただし、いずれも平成 11年 4月から平成 11年 12月までに実施した調

査の結果報告である O 平成 12年 1月以降に実施した調査については、来年度に報告する予定であ

る。このほか、平成 11年 1月から 3月までに実施した遺跡分布調査および遺跡範囲確認調査の結

果報告を平成 10年度補足分として掲載した。

2 本報告書に記載の遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査は主に秋田県教育庁文化課・秋田県埋蔵文化

財センターの職員が担当した。報文は遺跡分布調査については秋田県教育庁文化課、遺跡範囲確

認調査については各調査担当者がそれぞれ作成したものを、秋田県埋蔵文化財センターが編集し

fこO

3 本報告書に使用した地図は、国土地理院発行の 50，000分の lおよび 25，000分の l地形図と、日本

道路公団・建設省・秋田県土木部が作製した平面図である O

なお、第 7~9 図は 25 ，000 分の l 地形図を 40%、第 10 図は 25，000 分の l 地形図を 50%、第 39 図

は50，000分の 1地形図を 80%、それぞれ縮小して作製した。
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第 1章はじめに

国庫補助を得て実施した遺跡詳細分布調査のうち、平成 10年度の補足分は、日本海沿岸東北自動車

道建設事業昭和琴丘問、県営ほ場整備事業等の遺跡分布調査 5件と日本海沿岸東北自動車道建設事業

に係る遺跡範囲確認調査 1件、平成 11年度分は、琴丘能代道路建設事業、日本海沿岸東北自動車道建

設事業等の遺跡分布調査 31件と、日本海沿岸東北自動車道建設事業、大館西街路建設事業等に係る遺

跡範囲確認調査 17件である。これらの調査はすでに策定しである調査要項に基づいて、秋田県教育庁

文化課職員、秋田県埋蔵文化財センター職員、秋田市、能代市、本荘市、男鹿市、森吉町、二ツ井町、

琴丘町の専門職員、それに各地元教育委員会職員の協力を得て、平成 11年 1月から平成 11年 12月に

かけて実施したものである。

第 2章平成11年度遺跡分布調査@遺跡範囲確認調査実施要項

第 1節遺跡分布調査

l 調査の目的

開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる。

2 調査の方法

( 1 )計画地域の範囲内で遺物の表面採集および試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するととも

に、遺跡の性格についても把握する。

(2 )確認された遺跡は地図に記入し、位置を記録する。

(3)遺跡の現況、遠景を写真撮影し、遺跡の概要も記録する。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県教育庁 文化課 学芸主事小徳品・谷地薫・武藤祐浩

秋田市教育委員会 文化課 主査 安田忠市 主事伊藤武士

能代市教育委員会 社会教育課主任 山崎和夫

本荘市教育委員会 社会教育課主任 長谷川潤一

男鹿市教育委員会 生涯学習課課長補佐泉明

森吉町教育委員会 生涯学習係係長 木村正彦 主事細田昌史

二ツ井町教育委員会生涯学習課主査 和泉昭一

琴丘町教育委員会 生涯学習課主任 木村将来
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第 2章平成 11年度遺跡分高調査@遺跡範囲確認、調査実施要項

5 調査対象地域及び事業名

*.iJ乙匝:10年度補足分

No. 事 業 名 調査

2 県営ほ場整備事業式田地区 平成 11年 1月 22日 踏査

3 県営ほ場整備事業大砂)11地区 平成立年3月七ト 5日 試掘 事業地内に周知の遺跡 l筒所を確認。

4 日本海沿岸東北自動車道建設事業 昭和琴丘間 平成 11年 3月 11日 試掘 事業地内に周知の遺跡 l簡所を確認。

5 ため池等整r備事業鹿の崎地区 平成 11年3月 25日 |踏査 e試掘 事業地内に周知の遺跡 l笛所を確認。

*平成 11年度分

No. 事 業 名 調査期間 調査内容 調査結果等

l 日本海沿岸東北自動車道建設事業 昭和琴丘閉 平成11年 4月8日 試掘 事業地内に潤知の遺跡 l箇所を確認。

2 琴丘能代道路建設事業琴丘ト C部分 平成11年8月42月23日1、15月 6e 7 e 
21日、日、月16~18 日 踏査 e試掘 事業地内に局知の遺跡3箇所を確認。

ミ。J 県営ほ場整備事業金岡地区 平成11年4月27日、 5月25日、 12月22.248 踏査 e試掘 事業地内に周知!の遺跡3筒所を確認。

4 芋川災害復!日等関連緊急事業 平成11年5月12日、 7月7岳 8日、 9月2 3日 踏査ー試掘 事業地内に周知の遺跡5笛所を確認。

5 農免農道整備事業大雄南線地区 平成立年 5月20日 踏査試掘 事業地内に周知の遺跡 i箇所を確認。

5 北欧の杜公園広域公爵施設整備事業 平成11年 5月初日 試掘 事業地内に遺跡は発見されなかった。

7 国道 105号改築工事(米内沢バイパス) 平成11年9月5月26.28日1、06月3e 

4臼、 8 • 9日、月 13日 踏査@試掘 事発業見地通内に周知箇の遺跡確 1箇所、新
の跡 1 所を認。

8 秋田空港アクセス道路整備事業 平成11年 5月27司、 11月11日 踏査 e試掘 事業地内に周知の遺跡 1箇所を確認。

9 県営ほ場整備事業 田根森地区 平成11年 6月 9日 踏査 e試掘 事業地内に遺跡は発見されなかった。

10 県営ほ場整備事業館合i也監 平成立年6月 9日 踏査 e試掘 事業地内に新発見の遺跡 l箇所を確認。

11 県営ほ場整備事業十文字地区 平成11年 6月10日 踏査 a 試掘 事業地内に遺跡は発見されなかった。

12 急傾斜地崩落対策工事角間崎地区 平成11年 6月16日 試掘 事業地内に周知の遺跡 l箇所を確認。

13 一般農道整備事業東福寺地区 平成11年 7月2日、 10月13日 職査@試描 事業地内に周知の遺跡 1笛所を確認。

14|大館能代空港アクセス道路整構事業 平成11年 8月3日 踏査 |事業地内iこ局知の遥跡1簡所を確認。

15 主要路地整方備事選能業代(五城岡目線緊急地〉方道 豊ノてイノfス 平成11年 8月 4.238 踏査@試掘 事業地内に周知の遺跡 l笛所を確認。

16 交主要通地関連方道道琴路丘整上備事小業阿仁線f笥速 平成11年 8月11• 26日 踏査@試掘 事発業見地の追内跡に周1知筒所の遺を跡確認2。箇所、 新

17 一般地方選能代富根鰻緊急地方道路整錨事業 平成11年10月14日 踏査@試掘 事業地内に遺跡は発見されなかった。 I

18 一般地方選森岳鹿渡線踏切除却工事 平成11年10月14日 踏査@試掘 事業地内に新発見の遺跡l筒所を穫認。

19 県営ほ場整備事業木在地区 平成11年10月20日 踏査 事子や業+容認地....1'"内者令に官周=γ知庁、qの'='遺A"，跡ぜい目1必恥号箇一色所を確認。 また
『山~~目 a ，~、u ， u

20 成瀬ダム建設事業 平成11年10月初日 踏査 試掘必要領所の有無を検討。要再調査。

21 県営ほ場整備事業蓬内台地区 平成11年10月29日、 12月15日 踏査綱試揺 事業地内に周知の遺跡 1歯所を確認。

22 仁賀保本荘道路建設事業 平成11年11月 1• 16日 踏査 事業地内に周知の遺跡 l箇討。所要を確認。また、
試掘必要箇所の有無を後 再認査。

23 農免農道整備事業金悶西部地区 平成11年11月2・9日 試掘 事業地内に周知の遺跡 l箇所を確認。

24 県営ほ場整備事業碇地産 平成11年11月 5目、 12月8日 踏査・試掛 事業隣接地に周知の遺跡2箇所を確認。

25 県営ほ場整備事業下新城西部地区 平成11年11月 8~10 日 試掘 事業地内に周知の遺跡 l筒所を確認。

26 県営ほ場整備事業船越根木地区 平成11年11月12日 踏査 事試業掘必隣接要地箇に周知の遺跡2箇所を確認。また、
所の有無を検討。

27 県営ほ場整備事業東山本地区 平成11年11丹訪日 踏査 試掘必要筒所の有無を検討。

28 湯沢横手道路建設事業湯沢雄勝閤 平成11年11月17日 踏査 試掘必要筒所の有無を検討。要再調査。

29 県営ほ場整備事業下鍋倉地区 平成11年11月22日、 12月初日 踏査・試掘 事業地内に毘知の遺跡2簡所を確tL要再調査戸

30 琴丘能代道路建設事業能代二ツ井間 平成11年11月25・26臼、 12月 1日 踏査 事試業掘必地要内箇に周知の遺跡を検4討箇所。要を再確調認。査。また、所の有無

31 日本海沿岸東北自動車道建設事業本荘岩城間 平成11年12月 2日 踏査 事試業掘地必要内箆に周所知の有の遺無跡を検4館討所。要安確再認調査。。また、
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第 2節遺跡範囲確認調査

1 調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して、埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

( 1 )遺跡の広がり、埋没の度合い、時代とその性格を知るために、当該地域での遺物の表面採集お

よび小規模の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行う。

(2 )地形等を考慮し、できるかぎり面的に調査地域を広げて遺構の確認に努める O

(3)現場で確認された遺構・遺物、堆積土の厚さ、遺物包含層などの記録を行う。その際、遺跡の

全景と発掘調査状況、確認された遺構@遺物などは写真撮影をする O

(4)使用する地形図は開発部局で作製した一番大きな縮尺図面とする。

(5 )遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター

調査課長補佐児玉準・柴田陽一郎@高橋忠彦

秋田北分室長杉淵馨

学芸主事五十嵐一治@石津宏基・泉田健・磯村亨 e利部修@小林芳行@栄一郎@藤原司

牧野賢美・松本昌樹・三嶋隆儀・吉田英亮・渡遺慎一

文化財主事小山有希・加藤竜・村上義直・古川耕太郎

非常勤職員伊藤攻・伊藤一彦@伊東美靖@太田剛・栗原拓@小西秀平@斉藤浩志@佐々木

政任・佐藤茂樹・関友明・高平信也・樽川章弘・永津智子・播摩芳紀・藤田賢哉

本多高生・松尾睦子・松橋淳・山中徹@和田哲郎

5 事業名@調査対象遺跡・調査期間@調査担当者

*平成 10年度補足分

事 業名

百本海沿岸東北自動車道

建設事業

遺跡名・所在地

毘沙門遺跡(昭和町)

調査期間

平成11年 3月15日----25日

-3 

調査担当者

泉田・磯村・加藤・村上
伊藤(ー)・栗原・小西
高平・播摩・藤田



第 2章平成立年度遺跡分布調査@遺跡範囲確認調査実施要項

キ平成 11年度分

No. I 事 業名 調査期間 調査担当者

1 I大館西街路建設事業

遺跡名 a所在地

権下戸 1~豆 e 堕遺跡

(大宣言r['j)
平成11年11月 81て1-~19 日 |利部 s 牧野 s 和田@本多

大館能代空港アクセス道路 Iカラムシ岱 l遺跡(鷹巣118') I 平成11年11月 4 日 ~19 日
整備事業

|杉湖 e三三嶋 e 吉田 e加藤

主要地方道能代五域目線 五十嵐 e 小林 e 柴 e 吉JII
3 I緊急地方道路整備事業 東飛塚館跡(山本町) 平成11年12月 6 日 ~14 日 太田 e栗原 e佐々木

(豊岡バイパス〉 佐藤 e捧JlI.山中

4 一般地方選森岳鹿渡線踏切

除却工事
古舘堤頭立遺跡、(1.11本町) 平成11年12月6日"'-'10臼 五十嵐 e栗原 a樽)1I • UI'=I:J 

小立花遺跡(五城呂町) 平成11年9月20日，_10月1日 小山 e伊藤(攻) .伊藤(一)

山際道ノ下遺跡(五域自国J) 平成11年 4 月 27 日 ~5 月 21 日 加藤 e松尾 e松橋

古関立遺跡(飯田川町) 平成11年 5 月 24 日 ~6 月 11 日 渡遺@播摩

吉国じ皐跡

麗来館跡

六ツ鹿

5 日本海沿岸東北自動車道

建設事業

元木山根立遺跡;(昭和町) 平成11年 6 月 7 日 ~18 日 松本 e伊藤(ート永津

元木山根 I遺跡(昭和町) 平成11年 5 月 31 日 ~6 月 4 日 柴田@伊藤(一).永津

蟹沢 I遺跡(河辺町〉
平成11年 6 月 17 日 ~23 日

石津@栗原@樽川
平成11年10月 18 日 ~22 日

平成11年 7 月 12 日 ~15 日 柴田@石津@藤原@松本

LLiI崎山遺跡(雄和町) |平成11年 9月間""-'178 小山@伊藤(攻)伊藤

6 I秋田空港アクセス道路整備 I奥椿岱遺跡(雄和町)

平成11年12月 13 日 ~22 日 (ー)。栗原。斉藤@樽川

|平成昨8月白日.......，31 児玉

-4-





第 l節遺跡分布謁査

l 平成 10年度補足分

( 1 )日本海沿岸東北白

3 

昭和琴丘間

昭和町の昭和男鹿半島インターチェンジからミ琴丘町鹿渡に建設中の琴丘インターチェンジまでの

延長 20.7krnのうち、五城呂町野田地内の l箇所について再試掘を行った。

調査の結果、周知の遺跡 l筒所が事業地内に及んでいることを確認した。この遺跡の取り扱いにつ

いては瓦協議により三平成 11年度に発掘調査することとした。

;，<;戸

第 2図 日本海沿岸東北自動車道建設事業 昭和琴丘間遺跡分布調査位置図



第 1節遺跡分布調査

(2 )日本海沿岸東北自動車道建設事業関連 山田地区墓園整備工事

日本海沿岸東北自動車道建設事業に伴って移転される昭和町山田地区墓園の移転対象地が、周知の

遺跡である西野遺跡に隣接していることから、昭和町豊川山田地内の移転対象地について踏査及び試

掘を実施した。

調査の結果、少量の土師器破片の散布が認められ、移転対象地まで西野遺跡が広がっていることを

確認した。ただし、試掘によっても遺構の検出はできず、遺物の散布も希薄であることから、この事

業に対する遺跡の取り扱いとしては工事立会とした。

所在地 遺構・遺物

'fl " ¥ 
r\.~J./戸

戸、」ヤィ〆い \~I 

大久保
50日間 500 

日本海沿岸東北自動車道建設事業関連 山田地区墓園整備工事・第 3~
ため池等整備事業 鹿の崎地区遺跡分布調査位置図

(3)ため池等整備事業鹿の崎地区

1000 1500 

飯田川町下虻川字松葉沢地内にあるため池の整備事業である。この事業に伴う周辺道路整備用地及

び、堤体盛土の土取場用地について踏査及び試掘を実施した。

調査の結果、事業予定地区内に周知の遺跡である松葉沢遺跡 1箇所が係ることを確認した。この内、

周辺道路整備予定地については、遺物の分布が希薄で遺構も検出できなかったが、堤体盛土の土取場

用地からは、須恵、器杯や竪穴住居跡を検出した。このため遺跡の取り扱いは、周辺道路予定地につい

て工事立会とし、堤体盛土の土取場用地は用地変更について原因者と協議中である。

遺跡名 所在地

2 I松葉沢遺跡 |飯田川町下虻JlI字松葉沢

現況 | 遺構・遺物

山林 |竪穴住居跡

-7 

備考

周知の遺跡



第3章調査の記録

(4)県営ほ場整備事業式出地区

河辺町式白地区におい

16勾三官までの 4

ていることを確認したが、

されている

あり百

、対象面積 30haほどである O 平成 13年度から

により現地確認を行った。

くなっている河辺町七山台地区に隣接し

に合わせて，今後の再調査が必要である。

4図県営iま場整備事業

(5)県営ほ場整備事業大砂JI1地区

象潟町大砂川地区における事業で、対象面積 30ha、平成 14年度まで 5箇年計画の事業である。事業

対象区域の内、国道 7号よりの西側について、踏査及び試掘を行った。

調査の結果、試掘地点、で多量の縄文土器片が出土し、周知の遺跡であるヲフキ遺跡 l箇所が事業に

係ること した。這跡の取り扱いについては五協議である。

第 5~ 県営iま場整備事業大砂JII地区遺跡分布識査位置図

-8 



第 l節遺跡分布調査

2 平成 11年度分

( 1 )琴丘能代道路建設事業琴丘ト C部分

八竜町八幡台を起点に琴丘町鹿渡を終点とする琴丘能代道路建設事業八竜・琴丘聞の琴丘インター

チェンジ付近について試掘を実施した。

調査の結果、局知の遺跡 3箇所が事業に係ることを確認した。確認された 3笛所の遺跡については、

協議により平成 11，......，12年度に発掘調査することになった。

No. 遺跡名 所 在 地 時代 現況 遺構・遺物 備考

盤若台遺跡 琴丘町鹿渡字盤若台 縄代文・中・世古 水田 溝・土器片 局知の遺跡

2 金仏遺跡 琴丘町鹿渡字金仏 縄文 e古代 水田 土坑@土器片 周知の遺跡

3 狐森遺跡 琴丘町鹿渡字狐森 縄文・中世 山林・畑地 竪穴状遺構 周知の遺跡

第 6図琴丘能代道路建設事業琴丘 i・C部分遺跡分布調査位置図
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第 3章謂査の記録

(2)琴丘能代道路建設事業能代二ツ井出

能代市の能代南インターチェンジから二ツ井町の二ツ井インターチェンジまでの 33.8kmのうち、能

代市鶴形から二ツ井町との市町境までを除く区間について踏査を行った。

調査の結果百予定路線内で周知の遺跡 4額所が係ることを確認したほか、試掘必要富所の選定を

行った。試掘必要箇所については、今後試掘する予定である。

No. 遺跡名 所 i也 時代 現況 遺構 e造物 編

清水上遺跡 能代市浅内字清水上 平安 e 畑地 s 水田 自" " " 周知の遺跡

2 ムサ岱遺跡 能代市浅内字ムサ岱 平安 畑地原野 昏母母母 周知の遺跡

3 上の山立遺跡 能代市浅内字上の山 平安@縄文 畑地@山林 母母 e 周知の遺跡

4 芹Jfl館跡 能代市鶴形字大台野 中世 L11林@原野@草地 @母由母 周知の遺跡

第 7図 琴丘能代道路建設事業遺跡分布調査{立置図(1)能代南い C一能代東い C

第 8図 琴丘能代道路建設事業遺跡分布調査位置図(2) 能代東い C一二ツ井 1.C 

10-



第 l節遺跡分布調査

(3)仁賀保本荘道路建設事業

仁賀保町の仁賀保インターチェンジから本荘市の本荘インターチェンジまでの 12.5kmについて踏査

を行い百予定路線内に局知の遺跡 l箇所が係ることを確認したほか、試掘必要笛所の選定を行った。

試掘必要箆所について誌、今後試携する予定である。

第 9~ 仁賀保本荘道路建設事業遺跡分布調査位置図
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第3章調査の記録

(6 )日本海沿岸東北白 昭和琴丘間(位置図は第 2図)

昭和町の昭和男鹿半島インターチェンジから、琴丘町鹿渡に建設中の琴丘インターチェンジまでの

延長 2u.7krnのうち、五城百聞7浦横町地内の l箇所について再試掘を行った。

調査の結果、府知の遺跡 l箇所を確認した。この遺跡の取り扱いについては、協議により、平成 11

年度に範囲確認調査を実施し再度協議することとした。

( 7 )日本海沿岸東北自動車道建設事業 本荘岩域間

本荘市二十六木地区の国道 107号線と

道j[I (岩域インターチェンジ付近)に向かう

踏査を実施した。

踏査の結果1 局知の遺跡 4笛所が{系ることを確認した。なお、この事業については可今後も引き続

インターチェンジ付近)を起点に、岩城町内

21.3krnの計画路線、の内、南鶴の本荘市部分について

、
も

斗さ よる試掘地点の選定と試掘を実施する予定である。

No. 所在地

三条山遺跡 本荘市三条山 縄文 山林 周知の遺跡

2 上谷地遺跡 本荘市土谷字上谷地 古代 水田 局知の遺跡

3 土谷遺跡 本荘市土谷字国之沢 古代@中世 山林 |周知の遺跡

4 岩倉館跡 |本荘市]11口字岩倉 中世 山林 周知の遺跡

第 12国 日本海沿岸東北自動車道建設事業本荘岩城間遺跡分布調査位置図(1) 
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第 1節遺跡分布調査

(9)大館能代空港アクセス道路整備事業

主要地方道鷹巣川井堂川線の川口交差点以北、米代川以南の1.9krnについて踏査を行った。

調査の結果、周知の遺跡 1箇所が工事計画路線内にあることを確認した。この遺跡については範囲

確認調査が必要である。

遺跡名 所在地 現況 遺構・遺物

1 I員長ムシ岱 1 I鷹巣町脇神字カラムシ岱 山林・水田 |石器

第 15図 大館能代吏港アクセス道路整備事業遺跡分布調査位置図

(10)一般地方道能代富根線緊急地方道路整備事業

能代市朴瀬工区の予定路線1.6krnについて踏査を行った。

調査の結果、隣接する周知の遺跡には影響がないことを確認した。

遺跡名 所在地
一 -

1 I二林台遺跡|能代市朴瀬字二林台

現況

畑地・山林

遺構 e 遺物

1:25，000 

5日自m

~;~~一戸?下下\ 矯/11/ ~ / / 

第 16図 一般地方道能代富根線緊急地方道路整備事業遺跡分布調査位量図
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周知の遺跡

備考

周知の遺跡
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第 3章調査の記録

(11)主要地方j芸能代五域自線緊急地方道路整備事業(畳間パイバス〉

山本町森岳地内の予定路線 750mについて踏査及び試掘を行い、周知の遺跡 l笛所が工事計画路線

内にあることを確認した。この遺跡については、範囲確認調査が必要である。

打開 主要地方選能代主域自線緊急地方道路整備事業(豊昭パイパ

(12)一般地方道森岳鹿渡線踏切除却工事

山本町森岳地内の森岳踏切の高架化に伴う県道整備工事である。工区延長 1.96kmのうち、校沢台地

内、古舘堤頭地内の 460mについて踏査及び試掘を実癒した。

調査の結果、新発見の遺跡 1笛所を確認した。この遺跡については範菌確認調査が必要である。

第 18図 一般地方選森岳鹿渡線踏切除却工事遺跡分布調査位置図

-18-
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第 3章調査の記録

秋田空港アクセス

秋田空港アクセス道路整備事業のうち、主要地方道秋田御所野雄和線の l期工区(河辺ト c-椿

台〉で、平成 10年度に発掘調査を行った奥権岱遺跡の南端部以南1 及び 2期工区(椿台一秋田空港)

のうち、安養寺J[[以北の台地上の区間について踏査及び試掘を行った。

調査の結果、奨椿岱遺跡の一部が南側に広がることを確認した。こ

認調査が必要である。

第 20図秋田空港アウセス道路整備事業遺跡分布調査位置図

20 

ついては三



第 l節遺跡分布調査

(15)芋川災害復旧等関連緊急事業

大内町中館地内から本荘市川口の子吉川との合流点まで、延長 7.16krn間の芋川流域について、踏査

及び試掘を行った。また、大内町岩谷町地内に予定された工事残土の盛土予定地についても踏査を

行った。

調査の結果、周知の遺跡3箇所が予定地内に係ることを確認した。菖蒲崎員塚の北側隣接地につい

ては、試掘を行ったが遺構・遺物の発見はなかった。遺跡の中心部は、今後試掘した上で取り扱いに

ついて協議する必要がある。川口館跡は遺構・遺物がなく、掘削にあたり工事立会で対応することと

した。大浦遺跡は範囲確認調査が必要である。新漆畑遺跡は、工事計画が遺跡範閤に及ばないことを

確認した。古館遺跡は盛土が遺跡範囲には及ばないことを確認した。

No. 遺跡、名 所在地 時代 現況 遺構・造物 備考

菖蒲11碕貝塚 本荘市川口字菖存者11碕 縄文 原野・畑地 . . .， . 周知の遺跡

2 . . . . 本荘市川口字菖蒲崎 . . . 宅地・畑地 なし

3 JI!口宣言跡 本荘市川口字太鼓森 中世 原野 なし 周知の遺跡

4 大浦遺跡 本荘市川口字大浦 平安 原野 竪穴住居跡@土師器 周知の遺跡

5 新漆畑遺跡 本荘市打越字漆焔 平安 原野 なし 周知の遺跡

6 吉館遺跡 大内町岩谷町字古舘 縄文 畑地@宅地 . . . . 周知の遺跡

第 21図 芋川災害復旧等関連緊急事業遺跡分布讃査位置図(1) 

21 



第 3章調査の記録

22図 芋j11災害復旧等関連緊急事業遺跡分布調査能寵函(2)

(16)急傾斜地崩落対策工事角間i崎地区

若美町角関崎地区の急傾斜地崩落対策工事で、工区を 7分割して平成6年度から 12年度まで実施

する工事である O 平成 11年度工区について試掘を行った。

試掘の結果、急斜面の上半部より遺物が少量出土したが遺構は検出されず、工事立会で対応するこ

ととした。

遺跡名 所在地 遺構事遺物 備考

1 角間l崎遺跡|若美町払戸字角間d碕

第 23図急傾斜地崩落対策工事角関崎地区遺跡分布調査位置図

22-



第 l節遺跡分布調査

(17)北欧の杜公園広域公園施設整備事業

北欧の杜公園内にパークゴ、ルフ場と散策閣路等を造成する工事である。

試掘の結果、遺構・遺物の発見はなく、隣接する周知の遺跡への影響はないと判断した。

所在地

なし

なし

遺構・遺物

第 24図 北欧の杜公閤広域公開施設整備事業遺跡分布調査位置図

-23-



第 3章調査の記録

山本町金問地区で実施中のほ場整備事業で、計画面積 490ha、平成 14年度まで 6箇年計画の事業で

ある。このうち、平成1l，..._，12年度予定地区について踏査及び試掘を実施した。

対象地区内に 3箇所の題知の遺跡があることを確認した。このうち、五本松遺跡につ

いては九ごく少量のフレークの散布があったが、試J窮地点での遺構の確認がなく、水田造成に伴う沼

地形の部平痕跡が著しい。黒瀬遺跡では、遺構、遺物の検出もなく王沼地形の部平痕跡が著しかった。

このため、この 2箆月JTの遺跡の取り扱いについて とした。また、中嶋遺跡では、周知の範

陸!の東側で、土器片や石箆の出土があり、遺跡の範囲がより東側まで広がっていることが判明した。

この遺跡の取り扱いについては、施工万法の確認も含めて協議中である。なお、事業予定地区内には

今後調査の必要な地医を残している。

況 造物 {龍

周知の遺跡

3 |山本町外悶字中嶋

4 

|縄文 I 71-く由@原野 !なし |周知の遺跡

第 25図累営ほ場整備事業金岡地区遺跡分布調査位置関

-24 



第 l節遺跡分布調査

(19)県営ほ場整備事業船越根木地区

男鹿市船越根木地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積 56ha、平成 15年度まで 5箇年計画の

事業である。このうち、事業予定地の西側を中心に踏査を実施した。

踏査の結果、事業予定地が周知の遺跡に隣接していることを確認し、試掘地点の選定を行った。試

掘必要箇所については、今後の試掘を予定している。

遺跡、名 所在地

1 I根木W遺跡|男鹿市船越字根木

2 I根木立遺跡|男鹿市船越字根木

現況

水田

畑地

遺構・遺物

第 26図 県営ほ場整備事業船越根木地区遺跡分布調査位置図

(20)県営ほ場整備事業蓬内台地区

備考

周知の遺跡

周知の遺跡

五城目町蓬内台地区で実施中のほ場整備事業で、計画面積 21ha、平成 14年度まで 5箇年計画の事

業である。事業対象地について踏査及び試掘を実施した。

調査の結果、周知の遺跡である小野台遺跡が、事業予定地に係ることを確認した。ただし、試掘地

点において遺構の検出がなく、遺物の散布も希薄であることから、今後の再調査に基づいて、遺跡の

取り扱いを検討する必要がある。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・造物 備考

小野台遺跡 五城自由1馬場日宇野ノ下 縄文 畑地・水由 フレーク 周知の遺跡、

2 . . . . 五城目町馬場日宇野ノ下 . . . 水田 なし

3 . . . . 五城居町馬場目字猿沢 . . . 水田 なし

25 



第 S章調査の記録

第 27

(21)県営ほ場整備事業下新城西部地区

秋田市下新城西部地区で実施中のほ場整備事業でミ計画面積 220ha三平成 14 で5箆年計画の

ある。 うち、当面の工事対象地医についてE審査及び試掘を実施した。

踏査の結果、事業予定地に隣接して周知の遺跡 2筒所があることを確認し百その題辺を中心にトレ

ンチと坪掘で試掘した。調査の結果、熊野田遺跡の範囲は事業予定地内に広がること、一方、長岡遺

跡の周回では遺構遺物の確認もなく事業予定地までは広がらないことを確認した。熊野田遺跡の取り

扱いについては、現在協議中である。また、下新城青崎のNo.3地点でも土師器が出土したが玉造成土か

ら出土したものであり、今後の再調査により遺跡の有無を検討する必要がある。なお、事業予定地区

内には今後調査の必要な地区を残している。

No. 遺跡、名 所在地 時代 現況 遺構 e遺物 備

熊野田遺跡 秋田市下新城長国字熊野田 古代 水田 土師器@須恵器 周知の遺跡

2 G G ;;;事 秋田市下新城長岡字長岡 • 0 0 水田

3 告告合事 秋田市下新城青騎字千刈田 o 0 0 水田

第 28図 県営ほ場整備事業下新城西部地区遺跡分布調査位置図

-26-



第 l節遺跡分布調査

(22) 

矢島町木在地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積 41回、

である O 事業対象地区について三踏査した。

15年度まで 5箇年計画の事業

踏査の結果三事業予定地に周知の遺跡 l ることを確認しミま し

試掘必要箇所についてはミ今後試掘する予定である O なお三木在遺跡罵辺の取り扱いについては、施

工方法を含めて協議中である。

第 29図 県営ほ場整備事業木在地区遺跡分布調査位置国

(23)県営ほ場整備事業碇地医

角館町碇地区で実施中のほ場整備事業で、計画面積 lOfiha、平成 13年度まで日筒年計画の事業であ

るO

当面の事業予定地について九踏査及び試掘を実施した。

踏査の結果、事業予定地に隣接して周知の遺跡 2箇所があることを確認し、その周辺を中心に試掘

したが、試掘による遺構1 遺物の確認はなかった。

張。- 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構@遺物 備考

水平城跡 角館町雲然字碇前回 中世 山林 . . . . 周知の遺跡

2 上川原遺跡 角館町下延字上JlI原 縄文 畑地 骨画骨密 周知の遺跡

3 . . . . 角館町下延字上野坊 . . . 水田 なし

4 . . . . 角館町下延字上野坊 . . . 水田 なし

5 . . . . 角館町雲然字碇西川原 . . . 水回 なし

6 e e e e 角館町雲然字碇中川原 . . . 水田 なし

7 . . . . 角館町雲然字碇前回 . . . 水田 なし

8 . . . . 角館町雲然字碇前田 . . . 水田 なし

9 . . . . 角館町雲然字碇下川原 . . . 水田 なし

-27-



第 3章調査の記録

第 30図 県営iま場整備事業碇地区遺跡分布謂査位置関

(24)県営ほ場整備事業東山本地区

{山南村東山本地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積 23ha、平成 15年度まで 5

業である。事業予定地について踏査し、試掘地点の選定を行った。試掘;地点については今後試掘する

予定である。

第 31図県営ほ場整備事業東山本地区遺跡分布調査位置図

-28 
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第3章調査の記録

(26) 

雄物川町館合地区で実施中のほ場整備事業で、計画面積は 406ha、平成 13年度まで 5箇年計画の事

業である。当面の工事予定地域について踏査及び試掘を実施した。

調査の結果主新発見の遺跡 1箇所が事業に係ることを確認した。ただい遺物包含盾が施工予定よ

りも深い位置にあることから、遺跡の取り扱いについては工事立会とした。なお、事業予定地区内に

は1 今後の調査の必要な地区を残している O

No. 遺跡名 所 地 時代 現況 追構@造物 備考

小出遺跡 雄物川町薄井字小出 古代 水田 土師器片 新発見の遺跡

2 事事啓事 雄物川町薄井字小出 砂 φ 吻 水田 なし

3 e e 0" e 雄物川町薄井字国中 舎色色 なし

4 告唇号告 雄物川町薄井字中鳥屋場 $ $ $ 水田 なし

5 事事喜善 雄物川町薄井字下関 参害争 水田 なし

6 e e e 雄物川町薄井字大中島 • 0 • 水田 なし

7 寺 e e 号 雄物川町薄井字大中島 9 e e なし

第 33図 県営ほ場整備事業館合地区遺跡分布調査位謹図
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第 1節遺跡分布調査

(27)県営ほ場整備事業下鍋倉地区

平鹿町鍋倉地区に採択されたほ場整備事業で、計画面積は 56ha、平成 16年度まで 6箇年計画の事

業である O 事業予定地について踏査及び試掘を実施した。

踏査の結果、周知の遺跡2箇所が事業に係ることを確認し、その付近を含めて試掘した。調査の結

果、中都遺跡では多量の土器片が出土した。また、境沢田遺跡ではフレークの散布を確認したが、遺

物包含層や遺構の有無の判断のためには再調査が必要である。事業予定地内の遺跡の取り扱いについ

ては今後協議していく予定である。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

中都遺跡 平鹿町下鍋倉字下都 縄文 水田 土器片 周知の遺跡

2 境沢田遺跡 平鹿町下鍋倉字境沢田 縄文 畑地・水田 フレーク 局知の遺跡

3 . . . . 平鹿町下鍋倉字上都 . . . 水田 なし

4 . . . . 平鹿町下鍋倉字鍋倉 -・・ 水田 なし

5 . . . . 平鹿町下鍋倉字堀切 . . . 水田 なし

6 -・・・ 平鹿町下鍋倉字上都 . . . 水田 なし

7 . . . . 平鹿町下鍋倉字堀切 . . . 水田 なし

8 . . . . 平鹿町下鍋倉字下雨沼 . . . 水田 なし

9 . . . . 平鹿町下鍋倉字菖蒲沼 . . . 水田 なし

10 -ーーー 十文字町越前字雨沼 . . . 水田 なし

11 ーー・・ 十文字町越前字佐戸 . . . 水田 なし

下鍋倉地区遺跡分布調査位置図
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(28)県営 十文字地区

十文字町十文字地区で実施中のほ場整備事業で、計画面積 343加古平成 12年度まで 6箇年計画の事

業である。当面の工事予定地域について踏査及び試掘を実施した。

調査の結果、消滅したとされる暦知の遺跡 l箆所が事業地に隣接すること

めて試掘したが、明確な遺構は確認されず、遺物の出土もなかった。

No. 

ワιJ 

3 

4 

遺跡名 所 地 時代 現況 島遺物

新国呂域跡 1え子山j鼎;子7元 自 中世 水田 e を号

申阜白晶 十文字国]熊字荒田呂 6 6 ;:; 水田 なし

~且 c c 十文字町黒字高橋 ~ e e 水田

密号母哩 十文字町鼎字住吉 @ .. .. 水田

第 35図県営ほ場整嬬事業十文字地区遺跡分布調査位置図

(29)一般農道整備事業東福寺地区

し、その付近を含

備

周知の遺跡

稲川町東福寺地区に計画された延長1.5回、幅員 7mの計画路線について踏査及び試掘を実施した。

踏査により腐知の遺跡 1箇所が事業予定地に係ることを確認し、その付近を含めて試掘したが遺

構、遺物とも確認されなかった。このため、上村遺跡の取り扱いについては工事立会と判断した。な

お、事業予定地については一部再調査の必要な部分を残している。

No. 遺跡、名 所在地 時代 現況 遺構・遺物 備考

. . . . 稲川町東福寺字岩の沢 . . . 果樹閤 なし

2 上村追跡 稲川町東福寺字上村 古代 畑地 なし 局知の遺跡

3 • e • • 稲川町大倉字下岩の下 . . . 畑地 なし

4 . . . . 稲川町大倉字下岩の下 . . . 焔地 なし
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器密

(30)農免農道整備事業大雄南線地区

大雄村南部に計画された農免農道で延長 2.9km、'IJ高員 7mの計画路線の内、大雄村上桜森集落南部の

毘拐について踏査及び試掘を実施した。

謁査の結果主題知の遺跡 l箇所が計画路線に係ることを確認した。この遺跡の取り設いについては

今後協議する予定である O

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 遺構 e 造物 備考

l 柏木遺跡 大雄村田根森字桜森 古代 畑地 土坑@土師器片 周知の遺跡

2 事骨密昏 大雄村田根森字桜森 .. .. .. 水田 なし

3 母母串昏 大雄村田根森字柏木 .. .. .. 水田 なし

第 37図農免農道整備事業大雄南線地区遺跡分布調査位置図
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農免農道整備事業金関西部地区

山本町金岡西部地区に計画された延長生7km....幅員 7mの計画路線の内、和田集落北部を通過する部

分について再調査を行った。

調査の結果、計画路線は 2区間において周知の遺跡である和国謹遺跡に採ることを確認した。遺跡

に係る計画路線部分については今後の発掘調査が必要である。

第 38図農免農道整備事業金問西部地区遺跡分布調査位置図
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2節遺跡、範囲確認調査

1 平成 10年度補足分

( 1 )日本権沿岸東北自

内

zL

品
川

0

・8時
1

秋田県南秋田郡昭和町豊川龍毛字毘沙問 1 1外

平成立年 3 月 15 日 ~3 月 25 日

18.550nr 

840rrI 

5 遺跡の立識と

設立地

毘沙問遺跡は、奥羽本緩大久保駅から東に約 1.6k辺、秋田自動車道昭和 e男鹿ト Cから北北東約

2kmに位置し九国道 7号線の東側に援する。遺跡の立地する沖積平野は豊Jflによって形成され、河口よ

り3kmほど減った遺跡のあるあたりは標高 3，......，7mの平坦な地形が広がっている O 豊)I1は大平山地に属

する還より丘陵地を関析しつつ西流している。下流域には当河川によって形成された三日月識があ

り三かつてはかなり蛇行していたことが予想される。遺跡の北~東側に広がる標高 7'"'-'80mの丘陵地

には五館跡など多くの遺跡が確認されている。北方には鷲尾舘@鹿来館@鬼王館@山田館など館跡が

し1 遺物包含地である西野遺跡、さらには県指定史跡である石川理紀之助翁遺跡がある。南方に

は元木山 1..立遺跡 e元木舘@椀館など、縄文時代から中世にかけての遺跡が点在し、南東には縄文

時代からのアスフアルトの産地として知られる豊]11槻木地区が隣接している。

b 現況

調査対象範居中央を豊)!iが西流し南北に分断している。南端とji!の北側は水田、!!!の南側は水田と

一部が畑地として耕作されており、ビニールハウスが 5棟調査範囲内に残っている。また調査範臨南

側は集落の一部と接し、住宅が l軒未買収地として現存している。

8 調査の方法

センター杭に沿って幅 1mないし 2mトレンチを設定した。さらにこれに直交するトレンチも設定

し有一部は遺構の広がりを確認するために拡張した。また、土地の利用状況 e地形等を考癒し、 2m四

方の坪掘り箇所も設定した。調査対象範囲の水田はほ場整備によって盛土造成されているため数箇所

の深掘りを行い、元の地形の把握と遺構確認面の見極めを行った。遺物は、出土位置を記録した。実

質調査面積は 925nf、対象面積の約 5.0%である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の基本的な層序については、豊川の北側水田@南側水田@南側畑地でそれぞれ深掘りを入れる

などして記録した。各記録地点については、第 40闘を参照のこと。

・北側水田 (A)

I層暗褐色土(耕作土@表土)15cm、H層オリープ褐色土(盛土)30cm、盟層オリーブ褐色土十時

緑灰色土 25cm、W層培緑灰色土 30cm、V層黒色土 30cm、VI層オリーブ灰色土 30cm、VlI層暗オ 1)ーブ
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第3章調査の記録

30cm、

れている。

オリー 200c鼠で、 こ ある。環耕作面下 50cmに 会
C

e南側水田 (B)

I層階褐色土(耕作土@ 15cm王立層オリーブ褐色土(盛土)30側、璽層オ 1)ーブ褐色土十日吉

緑灰色土 25cm、W層培緑灰色土 30cm、V震黒色土 30側、 VI層オリーブ灰色土 30畑、理層階オワープ

灰色土 30c虫、噛層培オ 1)ーブ灰色土(磯層)40畑、 IX層オリーブ黒色土 100cmで、この下は岩盤であ

る。理層に磯層が入る以外は北側とほとんど同じ堆積をしている。

e南側畑地 (C)

τ 
i (耕作土@表土)20c私立層明褐色~灰色土訪問、班層灰色土 30c盤、 rv層階灰色~黒

40cm以上で、遺構確認屈は亙層上室長で、ある O 水田t宙域とは違い、ほ場整備の痕跡は見られず、わ

ずかに耕作による削平を受けた程度のようである。また粘土質の宜@軍層が存在し、 (B)地

点とは違う堆積をしていた。

b 検出遺携と出土遺物

北側水田および南側地域では百遺構を検出できなかった。南側水田は昭和に入ってからほ場整備と

2度にわたる湾J[1改鋒を受けているため百耕作土の下は 50cm程の盛土と流木舎木片等を含む l血程の

黒色の堆覆土となっており、遺構を検出することができなかった。この18河川流域を深く掘り下げた

ところ、 100'"'-'180cm下より土師器@須恵器片@杯等十数点を出土したが、流域の淀みへ堆覆したと思

われる層からの出土であり、当時の生活面とは関わりなく流れ込んだものであると判断した。南鶴期

地では唯一生活面を確認することができた。これは調査範留外すぐ制に残る吉井戸の掘り込み面と一

致するものと考えられ、遺構確認面として捉えられるものと判断した。この面での遺構確認を行った

結果、直径 30'"'-'40cmの8基の柱穴跡を検出した。数箇所を半載したところ五 20c盛田方の柱材が残って

いることがおかり、擁立柱建物跡と思われる遺講を確認することができた。

8 ~号毘

a 遺跡の撞類

近世以前の掘立柱建物跡を中心とした、古代の可能性が高い集落跡であるo

b 遺跡の範囲と工事区域

遺跡の範囲は、工事区域外東側に古井戸が存在することや、確認面の残る地域がこの井戸の方向に

広がることが予想されることから、焔地とほぼ同ーの面(標高 4.2""""4.8m)を持つ東側の集落地域へ広

がると考えられる。これには現在住宅の建っている地域のほぼ全域が含まれると予想される。工事区

域内における遺跡範囲は、遺構を検出した確認面が残っていると考えられる、ピ、ニーノレハウスの現存

する場所を含む畑地部分で、遺跡範聞の西端部にあたる。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

掘立柱建物跡、柱穴跡が 20，......，30基検出されると判断される。遺物は平安時代の土師器@須恵器、中

近世の陶磁器@木製品などが出土すると予想される。

9 その他

工事区域内遺跡面積 840rrfは、未買収地に地権者・道路公団の協力を得て一部を試掘した結果確定

したものであり、現宅地は含まれていない。
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毘沙問遺跡

追跡逮索。tから〉

児沙門itJ.j
調査状況 (樹西から)

思沙門it跡
tH-tの残る柱穴

(半献状況3

J112節追跡魔潤衛怨21ll
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第 3章調査の記録

2 平成 11年度分

( 1 )日本海沿岸東北自動車道建設事業
こたではな

①小立花遺跡

1 遺跡所在地 秋田県南秋田郡五城目町浦大町字小立花 21-2外

2 範囲確認調査期間 平成 11年 9月20日"-'1 0月1日

3 範囲確認識査対象面積 6，500rrl 

4 工事区域内遺跡面積 orrl 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

遺跡は、五城目町役場から北西に約 3畑、琴丘町、八郎潟町、五城目町にまたがる高岳山から南東に

のびる丘陵の東端に位置する O この丘陵上には中世の館跡である鴻城があり、裾部には五輪塔と宝箆

印塔が点在する。遺跡の標高は 13"-'40mで、ある。

b 現況

遺跡の現況は、杉.竹を主体とする山林及び

6 範閤確認調査の方法

遺跡内の地形を考慮し、等高線に直交するように南北トレンチを設け、これに交差する東西トレン

チを設定して調査をおこなった。トレンチは重機で掘り下げ、部分的に深掘りをおこなった。範閤確

認調査における延べ試掘面積は 378rrlで、調査対象面積の 5.8%にあたる。

7 範囲確認調査の結巣

a 層序

第 I層 表土・崩落土(層厚 20，，-，90cm)。 崩落土は径 3mm"-'30mmの砂粒を含む褐色土層。

第E層 暗褐色シルト層(層厚 0"-'80cm)。径 3mm"-'30mmの砂粒をわずかに含むO

第班層 黒褐色シルト層(層厚 0"-'50cm)。径 3mm"-'30mmの砂粒をごくわずかに含む。

第W層暗褐色シルト層(層厚 0"-'20cm)。

第V層褐色シルト地山。

崩落土と地山には、人頭大の礁が混じる O 遺物が出土したのは第 I層である。

い 2トレンチ交点付近(深掘り部分)では I層が 90cm、立層が 70cm、盟層が 30cmで計 190cm、わ

5トレンチ交点付近では I層が 20cm、直層が 25cm、百層が 10cmで計 55c皿、 2トレンチ東端では I層が

40cm堆積する。東西から 1トレンチに向かつて急に落ち込んでおり、!日沢地形の埋没が考えられる O

北西部に設定した 10"-'13トレンチ付近では、北側は I層が 60cm、南側は I層が 30cm、E層が 40cm、

町層が 20cmで計 90cm堆積している。現況では、遺跡、北西部は幅 3m程の階段状の平場となっているo

b 検出遺構と出土遺物

9トレンチ東端では立層下部で焼土が確認されたため、焼土を中心に南北にトレンチを拡張したが、

局聞に遺構は確認されなかった。 この焼土は南側斜面に向かつて堆積し、 さらにい 8トレンチの I

層・ n層上部断面に焼土と炭化物がすじ状に堆積していることから、焼土は上からの流れ込みの可能

性が高いと考えられる O

遺跡、北西部で、現在一部階段状の平場になっている箇所に 10"-'13トレンチを設定した。掘り下げた
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第 2節遺跡範囲確認調査

結果、地山面で平場となっているところは 12トレンチの北側幅 2m程であった。東西に隣り合う 11-

13トレンチでは、地山面が北から南に向かつて 10%も急傾斜しており、 12トレンチも平場の南は同

様の急斜面になっている。土層断面は自然堆積で、盛土等の痕跡は確認されなかった。地形がかなり

の斜面であり、土の堆積状況から人為的な痕跡がみられないことから、人為的に構築された平場では

ないと考えられる O この 12トレンチの平場で 15cm前後の方形フ。ランを検出したたため、 トレンチを

拡張したところ、同規模の円形の落ち込みが 2，....，3個確認された。 これらの落ち込みの配置は不規則

で、建物跡や柵列等の構造物は想定されなかった。杉も植えられた竹林内にあり、周囲に根が入り込

んだ同規模の落ち込みがみられるため、根による撹乱、あるいは、遺跡外ではほぼ同一レベルに畑が

分布しているため、耕作による撹乱と考えられる O 落ち込みのひとつから土錘が 1点出土しているが、

時期は不明であるO

遺物は陶磁器、珠洲系陶器、銭貨、石鎖、石器の剥片が出土した。出土層位は I層崩落土で、耕作

等の撹苦しもしくは、調査区外からの流れ込みによるものと考えられる。

8 所見

今回の調査では遺構は検出されず、遺物の出土がすべて I層であることから、工事区域内は発掘調

査の必要はないものと判断する O
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小立花遺跡

巡袋

小立1E遺跡
近燥 αじから)

小立花遺跡近景

{北西部北から〉

第E鮪 iIt勝範聞確包調盗
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やわぎわみち した

②山際道ノ下遺跡

1 遺跡所在地

2 範回確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

a 立地

秋田県南秋田郡五城目町浦横町字山際道ノ下 190外

平成 11年 4月27日，.......5月21日

13，000rrr 

Orrr 

遺跡は、 ]R奥羽線八郎潟釈から北東に約 2.5km、北緯 39057'41ヘ東経 14006'9"に位置する O 五城目

町内を西流する馬場日川の右岸に広がる沖積平野に立地する。標高は 6.4，.......8.6mで、南西方向に緩傾

斜している。遺跡の東にそびえる森山の裾野には縄文時代の遺跡が点在し、さらに北側には中世の城

館と考えられている浦城を望むことができる。

b 現況

調査区のほぼ全域が水田である。

6 範閤確認調査の方法

調査対象範囲内の工事用中心杭に沿って南北方向に幅 1mのトレンチを設け、 さらにこれに直交す

る東西方向のトレンチを設定し調査を行った。また遺物の分布が比較的濃厚な東側の部分については

15箇所の坪掘りを行った。実質調査面積は 1，032rrrで、対象面積の 7.9%である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の層序は、 I層:褐色土(耕作土)10，.....，20cm、E層:黒褐色土 30，.......50cm、亜層:暗緑灰色粘土

(地山)である。 n層から亜層にかけて大小の濯木や葦などの植物片がみられ、湿地であったと考えら

れる。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は全く検出されなかった。遺物は調査区東側の若干高位にある部分から検出された。石錘・石

箆など縄文時代に属するものと考えられる石器のほか、土師器、珠洲系陶器等、多持期にわたる遺物

が混在した状況で出土しており、いずれも器表面の摩滅が著しい。

8 所見

調査では遺構が全く検出されなかったこと、遺物についても摩滅の状況と包含層が確認されなかっ

たことから、工事区域内での発掘調査の必要性は無いものと考えられる。
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第 3章調査の記録

甘口
H

一
秋田県南秋田郡飯田川町和田妹)11字古関 241-1外

平成立年 5月24B~6 月日日2 

3 

4 

5 

a 立地

遺跡は、古関 Z遺跡の北北東で、沢を隔てた標高 19，.....，26mの緩斜面に位置している。このうち調査

範屈は南側の沢と北側の標高 30m程の丘陵部に挟まれた部分である。

6，600ni 

2m 
n
H
U
 

A
H
U
 

4
E
i
 

n
ペ
U

と

b 現状

体である。

5 

工事用中心杭に沿って謂査対象範囲の長軸(北東一南西〉にトレンチを設け九それに直交するトレ

ンチを設定した。また沢部分は深掘りをした。トレンチの11'言は 1mとしたが1 一部は遺構の広がりを確

認するために拡張した。遺物については百出土位置と層位を記録した。実質調査面撞は 856rrfで九対象

である。

a 

Z層(灰黄褐色土) 10，.....，，20cm、豆層(黄褐色土)10'""-'30c皿、 土色掲苦
(

IV層地r_Lr

(明黄掲色土)である。 E層は調査範囲南東部を中心に堆積している。沢部分には厚さ 10~30cm程の黒

られる。造物包含層はし E層九遺構確認面は豆、璽層上語である。

h 会合山諸播)-山ートJ音肋i
.._.. 17、ら ιム~"ζよ込町、r 、- ~よ~____t_..""斗 1/..1

調査範囲南東部から土師器と縄文土器、南西部から土師器が出土している。そのf患のj毒物は石鎌が

4点、石冠 1点、製鉄炉の炉援が l点出土している。フレークは大部分が調査範囲南東部の遺物の

密度の濃い場所から出土している。遺構は土坑 3基と焼土遺構 I基である O

号所見

a 遺跡の種類

縄文時代中期。後期刊古代の小規模な集落跡である O

b 遺跡の範囲と工事区域

遺跡は沢へ落ち込む斜面を含む丘陵西側斜面全域と考えられ、このうち調査範囲は遺跡の西側部分

である。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

遺物は縄文時代の土器@石器、古代の土師器。遺構は縄文時代、古代の住居跡、土坑などが予想さ

れ、他に時期は不明であるが炉壁が出土していることから、製鉄関連遺構が検出される可能性もある O
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④古関 I遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

3 範囲確認調査対象面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現状

a 立地

第2節遺跡範囲確認調査

秋田県南秋田郡飯田川町和田妹川字古関 250-1外

平成 11年 4月26日'-'5月21日

10，500rrf 

orrf 

遺跡は、西流しながら八郎潟残存湖に注ぐ井川の南 2回、 JR羽後飯塚駅より東に 2kmの井川丘陵北

西にある。地理的には北緯 39
0
53'23ぺ東経 140

0
6'06"に位置する。調査範囲は尾根と尾根に挟まれた

凹地の標高 18'-'36mの北面する緩やかな斜面である。遺跡の北西 300mには古関堤があり、遺跡内を

横断する小沢が流れ込んでいる。

b 現状

大部分が山林で一部に水田がある。調査範囲北側には、私道と建築物のコンクリート土台@破片が

残っている。

6 範囲確認調査の方法

工事用中心杭に沿って調査対象範囲の長軸(北東一南西〉にトレンチを設け、それに直交するトレ

ンチを設定した。トレンチの幅は 1mとしたが、一部は遺構の広がりを確認するために拡張し、また水

田部分については深掘りをした。出土した遺物については、出土位置と層位を記録した。実質調査面

積は 1，072nrで、調査対象面積の 10.3%である O

7 範囲確認調査の結果

a 層序

I層(黒褐色土)10'-'20cID、E層(培褐色土)0'-' 10cID、直属(培褐色土)0'-' 16cID、W層地山(褐

色土)である。また沢部分には厚さ 15cID程の黒色土層が見られる。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は検出されなかった。遺物は縄文土器片が 4点、石匙が l点、フレークが 3点、弥生土器片が

l点で、調査区南東部から出土した。

8 所見

調査では遺構が検出されなかった。出土土器片も摩滅しており、他の遺物とともに南東側斜面から

の流れ込みと考えられることから、工事区域内における発掘諒査の必要はないと判断する。本遺跡の

主体は、調査範囲外の南東部に存在する可能性がある O
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占関 I遺跡

近景 (南東から〉

古関』遺跡

トレンチ殺lti:状況

Ut東から〉

古附 l遺跡

トレンチ縄経状況

(陶J，l!から〉

第 2節遺陣範凶破磁調置

ー 同 一



第3章潤班の記録

一 制 ー

台関H追跡

近長(北西から〉

宙開H遺跡

土坑検出状況

{繭から〉

古関目:遺跡

遺物出士状況

(;ltから〉



第 2節遺跡範間確認調査

地
拍

'
一
ハ
一
一
い
開

}
町
市

跡

聞

遺

世

4
a
t

フ

』

令

M

A

H

吋

秋田県南秋田郡飯田川町和田妹}I!字鹿来初-1外

平成 11年 4月26B，--..，5月28B 

12，000 II1~ 

12 ，OOOm~ 

S 

a 立地

遺跡は JR奥羽線羽後飯塚駅から南東へ1.8km、北緯 39
0
53

/
06ぺ東経 14005'19"の丘陵上に位置し

ている。国道 7号を秋田市郊外の金足地区から北上すると、まもなく日本海沿岸東北自動車道昭和@

り、 この辺りから右手に低い丘陵地が冨道とほぼ並行して南北に連なっている O こ

400m前後を頂点とする房佳告などから密終に向かつて高度を減じた弁nf丘陵の丘陵地

の一部で、遺跡は標高 40mほどの丘陵西端部に立地しているo

b 現況

遺跡は、秋田県文化財保護協会刊行の「秋田県の中世域館J~こ所収されており、丘陵商端部の東西

380白、南北 450mの範囲に空堀や郭が確認されている。範囲確認調査対象範囲は域舘の東端に椙当す

る斜面で、全域が杉林であるが、北側や南側の斜面は階段状となっている部分がある。調査対象範囲

の中央には丘陵を南北に分断する沢が入り込んで、東側の譲滋用の堤に注ぎ込んでおり、西側は、;域

舘のある丘陵を東西に切断して国道 7号が走っている。

自 範囲曜認調査の方法

調査対象範囲全域が斜面のため等高線にほぼ直交するトレンチ、平坦面でも東西十南北で車交する

トレンチを設定して調査を行った。 トレンチのi隠は基本的に 1mとしたが、遺構の可能性のある蕎ち

込みや遺物の出上範囲の確認のために拡張した部分もある。検出した遺構については、捕り込み面の

確認や写真撮影を、遺物については出土層位を確認してそれぞれ位置を図面に記載した。実質調査面

積は 960rrfで、調査対象面積の 8%である。

7 範菌羅認諾査の結果

3
 

調査範囲のうち西側の丘陵頂部の平坦面では地山までの堆積土は 10'-""50cm、南から東側の斜面では

20 '"'-'70 cmの淳さがある。平f_g面における基本層序は下記の通りである。

I層階褐色土(表土 15cm)、IIJ麗黒色土(lOcm)、亜層暗褐色砂質土(l5cm)、rv層撞色砂質土(地[1[)

である。このうち立層下位からE層中で柱穴を確認し、班層からは縄文時代の石器が出土しているo

b 検出遺構と出土遺物

検出した遺構には郭@溝跡@土坑@柱穴がある。溝跡のうち 7トレンチ中央部の溝は土層観察など

から空場跡であることがわかり、丘陵頂部から東側に延びていることを確認した。この空堀の北側に

は隣接して階段状に 3段の平坦面を持つ小郭がある O 土坑には径 1mの円形や長軸が 1.5mほどの楕円

形のものがあるが、遺物が出土していないため時期については不明である。柱穴は平坦面の全域で検

出したが、特に南側の丘陵平坦面と 22トレンチ付近に集中しており、 14トレンチ西端の柱穴では断

面で柱痕跡が確認できたものもある。

55-



第 3章調査の記録

遺物は北側の丘陵から と去り片、南側丘陵から中世~近世の している。

g 

a 遺跡の種類

遺跡は中世~近世の域館跡で1 これ以前には縄文時代の狩猟採集の場であったことが考えられるo

b 遺跡の範囲と工事広域

遺跡の範囲は既述の還り三丘陵商端部のおよそ 170，000nf'こ広がるものと判断され、このうち工事区

域は遺跡東端にあたる部分である。

c 発掘調査時に予想される遺構窃遺物

は中世~近授の域館に伴う空堀 e 掘立柱建物跡@柱穴@土坑などが 30基ほど、造物は縄文時

代の石器、中世~近世の陶磁器が整理籍でお籍ほど検出されるものと考えられる。
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第 2節遺跡範囲確認調査
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第 3耳量 制査の記録

臣担来館跡

遺跡近景 (尚から〉

鹿手帳書官跡

小事事 ωZから)

鴎来鍬跡

空割届断碩(西から〉
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第 2節遺跡範囲確認調査

む ろくざわ

⑥六ツ鹿沢遺跡

1 遺跡所在地 秋田県南秋田郡飯田川町和田妹川字六ツ鹿沢 53外

2 範囲確認調査期間 平成 11年 5月17日""'5月28日

3 範囲確認調査対象面積 12，000rrf 

4 工事区域内遺跡面積 900rrf 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

六ッ鹿沢遺跡は、 ]R奥羽本線羽後飯塚駅から南東に約 2.0km、同大久保駅から北東に約 2.6km、秋田

自動車道昭和・男鹿半島 ICから約 3.6kmに位置する O

調査対象範囲は、太平山地に連なる丘陵地西端部付近の標高 19""'63mの急斜面にあたる O 本丘陵

は、井川丘陵と呼ばれ、東に行くに従って大麦丘陵、さらに姐山山地と漸次高度を増していく。遺跡

の北側は急傾斜で湖東沖積低地へ下る。この沖積面の標高は 10mで、対象範囲の北側平坦部との比高

35mをもって一気に下る。西側は丘陵の最西端に続いていく鞍部にあたるが、現在は国道 7号によっ

て分断されている O 南側は小沢によって画されているが、東側はそのまま丘陵上部へと続いていく。

調査対象範囲北側の平均斜度は約 43%であり、南側の小沢に向かつては、同じく約 32%となってい

るO このように遺跡周辺部は丘陵であるが、開析が著しく壮年期山地の様相を呈する O 風雨による関

析は、軟弱な表層地質により顕在化したものであるが、地殻変動の影響もあったものと考えられる。

本遺跡の北北東 O.4kmには鹿来館遺跡が、北北西 3.8kmには洲崎遺跡がある O いずれも中世を主体と

する遺跡である。南南西 0.8kmには縄文時代@古代の複合遺跡である西野遺跡、同じく南南西 1.7kmに

は中世・近世の遺跡である毘沙門遺跡がある。

b 現況

大部分は松の混じる杉林、一部はコナラ・サクラなどの雑木または笹竹と潅木の繁茂する斜面で

あった。すなわち、調査対象範囲の西側の斜面は笹竹が主体であり、その他の斜面は植林された杉が

主体であった。また、東側の丘陵頂部は雑木林であった。現在、木はすべて伐採されている。

6 範囲確認調査の方法

任意にトレンチを設定し試掘調査を行った。基本的には地形を考慮して、尾根筋とそれに直交する

形でトレンチを設定した。平坦部・緩斜面部分については遺構の有無をはっきりさせるためトレンチ

を密に入れたり、延長したりした。 また、部分的に地山面確認のため深掘りした。実質調査面積は

570 rrfで、調査対象面積の 4.8%にあたる O

7 範囲確認調査の結果

a 層序

調査対象範囲の基本層序は、以下の通りである。

I層 黒褐色土 (10YR2/3) しまり極めて弱い、粘り弱い(表土)

E層 暗褐色土 (10YR3/3) しまり弱い、粘り弱い

班層 暗褐色土 (10YR3/4) しまり弱い、粘り弱い

町層 褐色土 (10YR4/6) しまり弱い、粘り極めて弱い、砂多量(地山)

V層 黄褐色シノレト岩 (10YR5/6)多数の亀裂にIV層の褐色土が侵入する(地山)
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第 3章調査の記録

にわたって砂質またはシルト質である。南側斜面の地111は、褐色土iこ多量の砂が混入するいわ

ゆるLLI砂で、北部斜面の士宮山は、もろい黄褐色シ jレト岩である。近辺の切り通し等を見ても同様の地

質であり、不安定な堆積層である。杉の伐採後、南側の斜面に地滑り痕を確認した。規模は小さいが百

表層土の崩落部分@堆積部分が明瞭にとらえられた。一般に、斜面上部ではE層@藍層を欠き百斜面

下部@平垣部ではそれが!享くなるが、

b 検出遺構と出土遺物

は均一ではない。

調査対象範囲内の北西側に、中世の曲輪と思われるものを確認した。この区域は、平坦面になって

いて局涯!の地形とは異なっている。調査対象範囲の最高点標高 63m付近には溝状の亀裂があったが、

浅い地割れの痕と判断できた。

遺物は、出土しなかった。

S 

a 遺跡の額類

中世城館と思われる。

b 遺跡の範囲と工事区域

遺跡は百調査対象範間内の北西側平垣部およびその周辺の緩斜面部分のみと考えられる。遺跡の主

体部は、工事区域にはないと判断されるが、国道?号およびその西側に存在した可能性も否定できな

い。また1 尾根の一部が帯郭であった可能性もあるが、雨水による窮落が著しく痕跡は全く検出され

なかったことから遺跡範囲から除外した。

c 発掘調査特に予怨される遺構会遺物

遺構は、出総と患われる部分が l箇所検出されたがそれ以外の遺構はないものと判断する。

よ毒物は、極少量陶磁器が出土するものと考えられる。
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第3~主調査の記録

一前ー

六ツ1m沢遺跡

造銃C:ltから)

六ッ鹿沢遺跡

トレンチ状況

〈策から〉

六‘ノt迎沢遺跡

平細部状況(北から〉



第2節遺跡範霞確認調査

⑦後山遺跡

1 遺跡所在地 秋田県南秋田郡昭和町豊川龍毛字後山 25-3外

2 範囲確認調査期間 平成 11 年 6 月 21 日 ~7 月 2 日

3 範囲確認調査対象面積 3，500cl 

4 工事区域内遺跡面積 1，700cl 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

後山遺跡は、 JR奥羽本線大久保駅から南東に約 1.3km、秋田自動車道昭和・男鹿半島 ICから北へ約

O.7kmの距離に位置する O

調査対象範囲は、太平山地に連なる丘陵地問端部付近の標高 17~26mの緩斜面にあたる。本丘陵は

豊川丘陵と呼ばれ、東側に漸次高度を増し:組山山地へと続いていく。西側は国道 7号に分断されてい

るが、鞍部を経て丘陵の最西端部へと続く。そこは現在、元木山公園として整備されている。公園の

西側は急傾斜で落ち、沖積水田すなわち馬踏川低地となる。丘陵面と沖積面との比高は約 40mであ

る。さらに沖積水田は、大久保の市街地を経て、天王砂丘地および八郎潟干拓低地@八郎潟調整地へ

と続く。北側は小沢を挟んで丘陵北端となり、比高約 20mをもって豊川低地へと下る。さらにその北

には、本丘陵と並行する井川丘陵を望むことができる。南側は、小沢を挟んで本丘陵主体部へと上

がっていく。視野にとらえることはできないが、その先で馬踏川低地へと下る。

遺跡ののる小丘は中央北よりの標高が高く、そこから北東・東・南東側にそれぞれ緩やかな斜面と

なって龍毛堤に下る。遺跡の南北にはそれぞれ小沢があり、龍毛堤との合流部は湿地帯となっている。

本遺跡の北約 O.9kmには毘沙門遺跡、同じく北約 1.7kmには西野遺跡、同じく北約 3.1kmには鹿来館跡

が、また南約 O.2kmには元木山根E遺跡、同じく南約 O.5kmには大平遺跡があり、国道 7号と並行する

形で南北に速なっている。これらの遺跡は、縄文時代から中世まで時期は多様であるが、毘沙問遺跡

を除けばすべて丘陵先端部に位置する O また、南東約1.0kmには、縄文時代からアスフアルトの産地と

して知られる豊川油田がある。

b 現況

北側は杉林で、南側は雑木林であった。林の杉は胸高直径 50cmを越えるものが多く、保安林に指定

されていたが、工事に先立ちその指定は解除された。南側の雑木は二次林と思われ、桜@楓等の広葉

樹の小木が主体で下草には笹竹が伴う。現在、木はすべて伐採されている O

6 範顕確認調査の方法

地形を考慮してトレンチを設定し試掘調査を行った。調査対象地内の西側の稜線上に国道 7号に平

行する形で南から北にトレンチを入れた。斜面は、等高線に直角となるような形にトレンチを設定し

た。その後、遺物の出土量の多い部分について、等高線に沿うようにトレンチを 2条増設した。焼土

の周辺部は、その性格をつかむため拡張した。また、地山面確認のため数箇所深掘りを行った。

検出遺構と出土遺物についてはその位置を記録し、トレンチごとの土層断面は柱状関を作成するこ

とで代替した。実質調査面積は 460cl、対象面積の 13.1%である。

7 範囲確認調査の結果

a 層序
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3章調査の記録

跡の基本麗序は1 第 IJ謹:黒褐色土 (10YR2i2);表土，___20 、第立層:黒褐

(10YR3i2) ;遺物包含層 (O，-....，30cm)、第亜層:陪褐色土(10YR3i3);遺物包含層 (0'"'-'20 cm)、

:にぷい黄褐色土(lOYR4i3);漸移層 (0'""'-'20cm)、第V層:褐色土，地山吉

:にぷい黄褐色土，員長山で、ある。

の大部分には九大小不揃いのP:]l擦が混入する。第VI層は南部と標高 20m以下の低い部分に堆

積し、所によってにぷい黄褐色泥岩 (10YR5i3)または灰黄褐色土(lOYR5i2)となる。南部では、

急斜面のため第盟層中に百地山土の二次堆積層が認められる部分もある。斜面上部は九第豆@車@

IV層を欠くところがある。地UJまでの深さは、深いところで l05cm九浅いところで 20cmとかなりばら

つきがある。

b 検出遺構と出土遺物

検出遺構は調査対象範囲の中央部やや北東側の竪穴住居跡 l じく中央部付近の焼土遺構

4基1 柱穴 3基である O 焼土遺構は百周辺に柱穴をともなうと思われるものもあり、それぞれ竪穴住居

跡の可能性がある。

遺物は百土師器@須恵器 2箱、縄文土器 2箱、石器(剥片)1箱百弥生時代のものとみられる土偶

(肩部分)1点、弥生土器 17点、平安時代のカマドの支脚 3点、フイゴの羽口の破片 l点、鉄浮 3点が

出土している。縄文土器は前期と思われるものも出土しているが、主体は中期である。

遺構確認面は、ところによって 2面あり、第彊層および第百層である。第E震が平安時代の、第亜層

が弥生時代 e縄文時代の遺物包含層である。

容所見

s 遺跡の謹類

検出遺構と出土遺物から 1 縄文時代 e弥生時代 e平安時代の複合遺跡でありミそれぞれの時代の集

落跡または造物散布地と推秘される。

b 遺跡の範囲と

@遺物の分布状況から、本遺跡の範開は範囲調査対象範囲の中央部付近の 1，700 と考えられ

る。南部および標高 20m以下の範囲には、遺構が全くなく出土遺物も極めて少ない。これらの遺物は

降水により土砂が流出し再堆積したl擦のものと考えられ、この部分は遺跡範陸!から除外し

出土遺物の量に比して遺構が希薄であり、元来本遺跡は丘陵西端部に続いていたものと患われる。

すなわち、遺跡の主体部は現国道 7号や元木U-'球場のよにあったと考えられる。

c 発掘調査時に予想される遺構。遺物

小丘頂部付近から、縄文時代の竪穴住居跡 1，__，2軒、平安時代の竪穴住居跡 2，-..，..，3軒の検出が予想さ

れる。大部分が斜面のため、集落は極小さいものと思われる。また、斜面部分の遺物量が多いことか

ら、小規模な捨て場の存在も考えられる。さらに、フイゴの羽口や鉄棒の出土があることから、製鉄

関連(製鉄炉@鍛治炉)の遺構が存在する可能性もある O

遺物は、縄文時代の土器@石器を中心lこ、弥生土器・土師器@須恵器を含めてコンテナ 20箱程度の

出土が見込まれる。その他、鉄製品@鉄浮がある程度出土するものと思われる。これらの遺物は小丘

頂部付近および東側斜面上部からの出土量が多く、南側@北側斜面からの出土量は少ないものと予想

される。
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第2節遺跡範囲確認調査

もときやまね

⑧元木山根H遺跡

1 遺跡所在地 秋田県南秋田郡昭和町大久保字元木山根 35-1外

2 範囲確認調査期間 平成 11年 6月7日'"'-'6月 18日

3 範囲確認調査対象面積 4，200JJ:f 

4 工事区域内遺跡面積 1，600 JJ:f 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

元木山根E遺跡は、 JR奥羽本線大久保駅から南東に1.4km、秋田自動車道昭和・男鹿半島 ICから北

東に約 0.5kmの距離に位置する O

調査対象範聞は、太平山地に連なる丘陵地西端部付近の標高 10'"'-'28mの緩斜面に当たる O 本丘陵は

豊川丘陵と呼ばれ、東側に向かつて漸次高度を増し狙山山地へと続いていく。西側は、国道 7号に分

断されているが丘陵の最西端部に続き、そこは現在、元木山公閣として整備されている。公冨から西

側は急傾斜で落ち、沖積水田となる O 丘陵商端部と沖積面との比高は約 40mである。さらに、沖積水

田の西側は大久保の市街地を経て、八郎潟調整池へと続く。

現地からの遠望は、北・東・西ともに丘陵と丘陵上の樹木に阻まれるが、南側は馬踏川の流れと沖

積水田を望むことができる O すなわち、馬踏川低地である。

遺跡の西または南西向きの斜面の下方は沢になっていて、一部 iUJ字溝を設置しているところもあ

る。これとは別に、国道 7号沿いには排水用のヒューム管が埋設されている。また、遺跡のほぼ中央

を東西に高圧線がまたいでいる。

本遺跡の南約 0.3kmには大平遺跡、北約 0.2kmには後山遺跡、同じく北約1.2kmには毘沙問遺跡、同じ

く北約1.9kmには西野遺跡がある。これらの遺跡は、縄文時代から中世まで時期は多様であるが、毘沙

門遺跡を除けば、すべて丘陵西端部に位置する遺跡である O また、南東約 1.0kmには、アスフアルトの

産出地として知られる豊川油田がある。

b 現況

北東側に松の混じる杉林も見られるが、大部分は、笹竹とツゲなどの潅木の繁茂する斜面であった。

沢の斜面部分は、桜やもみじなどの広葉樹の幼木と笹竹、潅木が混生していた。現在、木はすべて伐

採されている。

6 範囲確認調査の方法

調査対象範囲の南側は、南西方向に伸びる緩やかな尾根上に基本トレンチを設定し、それに直交す

る形で補助トレンチを付加した。調査対象範囲の北側は、南北の基本ラインを 2本と、それに直交す

るトレンチを数本付加する形に設定した。 l福1mで、重機による表土除去を行い、壁面や地山面を精査

して、遺構や遺物の有無を確認した。トレンチの総延長は 610.7m、調査対象面積の 14.5%にあたる。

なお、北側の斜面上部は、当初調査対象外だったが、遺跡の広がる可能性を考えトレンチを延長し

た。しかし、下刈りのできなかった部分や林道などについては、調査を見合わせた。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の基本層序は、以下の通りである。
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第 3章調査の記録

I層黒握手O，十 (10YR3j2);表土(1o "'-'35 cm) 

第立層 培褐色土 (10YR3j4);遺物包含層 (0'""'-'15cm) 

第麗層褐色土 (7.5YR4j6);地山

第四層 にぷい黄櫨色土 (10YR6j4);地山

1 ..日層はシルト質であり 1 ところによって砂質が強いところがある。璽)麗 rv層地山は、ところ

によって径 10，__，30mmの円擦を主体とする磯層となる O

大きな撹乱はないが、表土の薄いところがほとんどで、植林や高庄線敷設の際の影響を受けているo

b 検出遺構と出土遺物

確認できた;遺構は土;坑 l墓....境土遺構 2墓、柱穴 S墓であるが、すべて謂査範屈の北秘からの検出

である O 特に柱穴 8墓のうち 4基は焼土遺構局辺で検出したもので九 2墓の焼土遺構はいずれも竪穴

住居跡に伴う可能性がある。

遺物は、土師器@須恵器が中コンテナで 2箱、石器 1点百鉄製品 l点が出土した。石器はエンドス

クレイパーであり、!日石器と判断された。鉄製品は釘状の物であるが、何かは特定できなかった。こ

れは、焼土遺構付近からの出土であり、本遺構に伴うものと判断された。

遺物は、ほとんどがE層上留からの出土であり、遺構確認屈も立層上面である。

塁

a 遺跡の種類

検出遺構と遺物から、古代の小集落跡と考えられるo

b 遺跡の範囲と工事区域

遺跡の範囲は斜面上部の標高 22~--， 28m のみにとどまると考えられる。これは調査対象範囲の北東側

にあたる。遺跡の大半がこの範囲内にあると考えられるが百一部は南東側の工事区画外に広がる可能

性がある。

今回の範囲確認調査では、南西側の緩斜面からは遺構の検出、遺物の出土ともになかったため百調

査範囲から除外した。調査対象範間外北側の斜面上部は、検出遺構@出土造物ともにないが、

下部はトレンチを入れられなかった部分が広く、地形をもとに一部発掘調査対象に入れた。

c 発掘調査時に予慰される遺構@遺物

平安時代の竪穴住居跡が 2，..._，3軒1 土坑が 5'"'-'6基程度検出されるものと思われる。 遺物の量も多く

なく、コンテナ 5箱程度の出土と思われる。全体として考えると、遺構@遺物ともに希薄で、それら

は調査区域内の北東側に偏在するものと予想される O

旧石器が l点出土したため、地山を掘り下げたがほかに出土はなく、紛れ込みと思われる。すなわ

ち、!日石器時代の遺構@遺物はないと判断する。
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第 3章調査の記録
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遺跡範囲確認調査第 2節
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元本山桜E遺跡

追録 〈商から〉

元広llJ峨ni遺跡
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JCA'lIJO通H通量事

焼り虚構周辺鉱張部

{市販から〉

第2It1追跡崎四瞳掘調査
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第 2節遺跡範囲確認調査

もときやまね

⑨元木山根 I遺跡

1 遺跡所在地 秋田県南秋田郡昭和町大久保元木山根 30-1外

2 範囲確認調査期間 平成 11年 5月31日，-..，6月4日

3 範囲確認調査対象面積 2，000rrf 

4 工事区域内遺跡面積 Orrf 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

範囲確認調査対象範囲は、 JR奥羽本線大久保駅から南東に約1.5km、秋田自動車道昭和@男鹿半島

ICから北東に約 O.4kmの距離に位置する。

調査対象範囲は、太平山地に連なる丘陵地西端部付近の標高 10'-"'20mの緩斜面に当たる O 本丘陵は

上新城丘陵と呼ばれ、東側に向かつて漸次高度を増し、仁別山地・太平山地へと続いていく。西側は、

国道 7号に分断されているが丘陵の最西端部に続き、そこは現在元木山公園として整備されている。

公園から南・北・西側は急傾斜で落ち、沖積水田面となる。丘陵と沖積面との比高は約 40mで、ある O

さらに、沖積水田面の西側は大久保の市街地を経て、八郎潟残存湖へと続く。

現地からの遠望は、北・東・西ともに丘陵と丘陵上の樹木に阻まれるが、南側は沖積低地と馬踏川

の流れを望むことができる。すなわち馬踏川低地である O

対象範囲の西または南西向きの斜面の下方は、沢になっていて、一部 iUJ字溝を設置しているとこ

ろもある。これとは別に、国道7号沿いには排水用のヒューム管が埋設されている。

対象範囲の南約 0.2切には大平遺跡があり、北約 0.3kmには後山遺跡、同じく北約 2.0kmには西野遺跡

がある O いずれも縄文時代・古代の複合遺跡である。本遺跡ともども、これらは丘陵商端部に位置し、

立地条件の似た遺跡である。

b 現況

北東側には松の混ざった杉林も見られるが、大部分が笹竹と潅木の繁茂する斜面であった。現在木

はすべて伐採されている。

6 範囲確認調査の方法

地形を考慮して任意にトレンチを設定し、初めは重機による表土除去を行い試掘調査をした。その

後、トレンチ内の壁面、地山面を精査して、遺構・遺物の有無を確認した。なお、東または北東側の

平場部分では詳細に調査したが、中央部から西または南西側の緩斜面はすでに重機により削平を受

け、地山面が露出していた。それでもなお、西または南西側については、 3箇所で地山土確認のため深

掘りした。

7 範囲確認識査の結果

a 層序

対象範囲の基本層序は以下の通りである。

第 I層黒褐色土(10YR3/2)

第E層明褐色土 (7.5YR5/6)

第亜層黒褐色土 (10YR3/1)

第IV層黒褐色土(10YR2/2)
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第 3章調査の記録

(lOYR5i6) 

遺跡の南東@北東側斜面は沢になっているため麗 "W層が厚いo V層は磯を多く含む層であるo

b 検出遺構と出土遺物

調査の結果、遺構の検出は全くなく、また 1点のよ毒物も出土しなかった。

g 

遺構が全く検出できなかったこと 1 遺物も出土しなかったことから、今回の調査範盟内は遺跡とし

てとらえることができない。
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I 

2 

秋田県河辺郡河辺町畑谷字蟹沢 143 10外

(第 1 次〕平成11年 6 月 17 日 ~6 月 23 日

〔第 2次〕平成11年時月 18日--...10月22日

〔第 1次J4，100ni 

2次J2，8むOrrf

〔第 l次J 0 rrf 

2次J Orrf 

円

du

A 

5 

8 立地

Z遺跡は、奥羽本緩和密駅から南西lこ約 91面、持辺町熔谷集落のi事館の台地上に泣置する。

遺跡の立地する台地は、雄物川右岸と岩見][[左岸に挟まれて形成された湾岸段丘で1 その標高は 52'"'-'

59mである。遺跡の西側を雄和町の町道U-lll時椿}I[線が通っており、町道を挟んだ同じ台地上の隣接地

には11111荷山遺跡がある O またミ北東 50むm先には中世の館跡である畑谷館が位置し、ひとつ沢を隔てた

東側の台地には、岱 I遺跡および岱宜遺跡 a岱亜遺跡が存在する。

b 現況

は、かつて全域が杉林であったが、平成 10年の秋にすべて伐採され、現在

は杉林の切り株が残る荒蕪地となっている。北側は警察犬の訓練施設が隣接い東側は道路工事区域

である。 j事棋には民家 l軒がある。調査区のなかに、東側の杉林伐採のためにつくられたパック

フォ-j:再選入路が残っている。調査区北側(第 2次範囲確認調査対象区〉の窪地部分iこは=伐採した

杉を焼却し、パックフォーで直径約 8mの穴を掘って埋めた跡があっ

言

2次範路確認調査とも、すべて道路中心杭と南北の道路I!l言抗を基準として 1"'-'2m紹のト

レンチを設定し、地山面までの遺構@遺物の有無を確認した。

延べ試掘面積は、以下の通りである 0

1次〕範罰確認調査対象面積 4，100rrfのうち、試掘面積は 265 (対象面積の

〔第 2次〕範囲確認調査対象面積え800rrfのうち、試掲面積は 241rrf (対象面積の 8β%)

〔合 計〕範国確認調査対象面積 6，90011';のうち、試掘面惹は 506rrf(対象面撞の 73%)

7 範囲確認調査の結果

a 層序

遺跡の基本層序は以下の通りである。

〔第 l次〕範閉確認調査の基本層序

における

第 I層黒褐色土 (10YR2j3)

第E層褐色土 (10YR4j4) 

第E層黄褐色土 (10YR5j6)

(第 2次〕範囲確認調査の基本属序

第 I層黒褐色土 (10YR2j2)

@腐植土(層厚 5""""'20cm)

地山漸移麿(層厚 5""""'20cm)

地山面

表土@腐植土(層厚 5，.....，.，15cm) 

Rfi 



第E層暗褐色土(10YR3/3)

第盟膳褐色土 (7.5YR4/6) 

b 検出遺構と出土遺物

地山漸移層(層厚 15----25cm)

地山面

第 2節遺跡範囲確認、調査

〔第 1次〕検出した遺構は土坑 l基である O 出土した遺物は縄文土器片 8点、石鎌 l点、スクレイ

マー 1点、古都j片 18点である O これらの遺物のうち、土坑内から縄文土器 l点、剥片 1点が出土した。

〔第 2次〕検出した遺構は土坑 1基と焼土遺構 1基である。出土した遺物は土師器 1点、剥片 38点

である。なお、検出した遺構から遺物は出土しなかった。

8 所見

範囲確認調査の結果、調査区はかなり現代の撹舌しを受けていた。このため、遺構は土坑 2基と焼土

遺構 1基を検出したのみである O 遺物については縄文土器、石器、剥片および土師器が少量出土した

にとどまった。

以上の結果から、本工事区域内において発掘調査を実施する必要はないと判断した。なお、検出し

た遺構については記録保存を行った。
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第 63図蟹沢 I遺跡@山崎山遺跡位置図
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第 3章調査の記録
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第 3章調査の記録

やまざきやま

⑪山崎山遺跡

1 遺跡所在地

2 範囲確認調査期間

秋田県河辺郡雄和町田草川字山崎山 71-89外

〔第 1次〕平成11年 7月13日'-""7月15日

〔第 2次〕平成11年 9月13日，-...， 9月17日

〔第 3次〕平成11年12月13日'-""12月22日

3 範囲確認識査対象面積 〔第 l次J3，670rrf 

〔第 2次J1，000 rrf 

〔第3次J10，600rrf 

4 工事区域内遺跡面積 (第 l次J Orrf 

〔第 2次J 0 rrf 

〔第 3次J Orrf 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

山崎山遺跡は、 JR奥羽本線四ツ小屋駅から南東に 4km、雄和町役場から北に 5kmの地点にあり、雄

和町山崎集落の南東側の台地上に位置する O 遺跡の立地する台地は、雄物川右岸と岩見川左岸に挟ま

れて形成された湾岸段丘で、その標高は 44，-...，60mである。遺跡の東側を町道山崎椿台線が通ってお

り、同じ台地上の町道を挟んだ隣接地には蟹沢 I遺跡がある O また、そのひとつ沢を隔てた東側の台

地には、岱 I遺跡および岱E遺跡・岱E遺跡が存在する。

b 現況

工事区域内遺跡範囲は、ほとんど全域が杉林である。町道山崎椿台線と援する一部南側の範囲に

耕作中の畑地と住宅が 1軒ある。

6 範箇確認調査の方法

第 1次から第 3次範囲確認調査とも、すべて道路中心杭と南北の道路幅杭を基準として 1'-""2m幅の

トレンチおよび坪掘りを設定し、地山面までの遺構・遺物の有無を確認した。各次の範囲確認調査対

象面積における延べ試掘面積は、以下の通りである。

〔第 1次〕範閤確認調査対象面積 3，670rrfのうち、試掘面積は 272rrf (対象面積の 7.4%)。

〔第 2次〕範囲確認識査対象面積 1，000rrfのうち、試掘面積は 179rrf (対象面積の 17.9%)。

〔第3次〕範囲確認調査対象面積 10，600rrfのうち、試掘面積は 703rrf (対象面積の 6.6%)。

〔合 計〕範囲確認調査対象面積 15，270rrfのうち、試掘面積は 1，154rrf(対象面積の 7.6%)。

7 範囲確認謁査の結果

a 層序

遺跡の基本層序は以下の通りである。

〔第 1次〕範囲確認調査の基本層序

第 I層 黒褐色土(10YR2/2)

第H層 暗褐色土 (10YR3/3)

第E層 褐色土(10YR4/4)

〔第 2次〕範囲確認調査の基本層序

表土・腐植土(層厚 5，-...，25cm)

漸移層(層厚 10'-""60 cm) 

地山面
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第 I層 黒褐色土 (10YR2/3)

第E層 暗褐色土(10YR3/4)

第盟層 褐色土 (7.5YR4/4) 

〔第 3次〕範囲確認調査の基本層序

表土@耕作土(層厚 5，-.....10cm)

漸移層(層厚 10'-""'30 cm) 

地山面

第 I層 黒褐色土(10YR2/2) 表土・腐植土(層厚 5，-.....20cm)

第E層 暗褐色土 (10YR3/3) 漸移層(層厚 10，-.....60cm)

第亜層 にぷい黄褐色土(10YR4/3) 地山面

b 検出遺構と出土遺物

第 2節遺跡範囲確認調査

〔第 1次〕遺構は全く検出されなかった。遺物は、縄文土器片 2点、剥片 2点が出土したのみである O

土器片は、いずれも器表面が著しく摩滅している。

〔第 2次〕遺構は全く検出されなかった。遺物も全く出土しなかった。

〔第 3次〕遺構は全く検出されなかった。遺物はスクレイパー 1点、剥片 16点が出土した。土器は

出土しなかった。

8 所見

第 1次から第 3次までの範囲確認調査全体を通じて、遺構を検出できなかった。遺物については出

土数が全 21点(土器片 2点と石器 1点、剥片 18点)と量的に稀薄である。

以上の結果から、本工事区域内において発掘調査を実施する必要はないものと考える。
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第 2節遺跡範囲確認調査

97-



-_ 86.
__ 

韓
ぎ
防
相

;---切、

き韓
仏3

予毒

輩出
j民認

?占

毒事 /i去
勢一

塁置
梅
毒草
地
髄
~ 

童話
遺書
E芸
品
設
HJr 

芸主E善事2gc?)G事館



第 2節遺跡範囲確認調査

業事一設建路樹

立

一治館

τ
i

-大ワ白

根下戸工遺跡秋出県大館市根下戸新ffiJ180-7外

根下戸亙遺跡 秋田県大館市根下戸新因子 11 9外

根下戸m:遺跡秋田県大館市根下戸新町 20-3外

平成 11年 11月 8日r--.I11月訪日

7.000 ITl~ 

根下戸工遺跡 2，0む

程下戸豆遺跡 日

根下戸車遺跡

つ
血
つ
J

M

A
斗

5 選齢的守拙と

a 立地

遺跡は、大館駅から南西に約 31泊、西流する米代JlIの右岸に形成された持岸段丘上にあり、標高

は43，......，57mである。西側には、秋田県でもっとも吉い縄文時代早期の竪穴住居跡が確認された根下戸

道下遺跡が隣接する。認査区中央部は沢によって台地が下刻されている。

b 現況

遺跡は焔地.， LLr林で一部宅地が含まれている。 UJ林は杉が様林されたもので、沼地内はすでに伐採

されている。

5 範盟謹言 γ 

雑木や雑草の伐採を済ませ、道路中心杭に沿わせて南北方向に!福 1mのトレンチを設定した。さら

にそのトレンチに直交するトレンチを 20mおきに設定し、遺構 e遺物が検出された場合は、必要に応

じてトレンチの数を増やした。試掘面積は 1，10urrfで、調査対象国撞の 15.7%である。

7 

a 

調査範囲は、沢によって北側と南側に二分されている。北側では、 I層黒褐色土(耕作土、 20"-'

、E層黒色土 (15""""'20cm)、亜層黒褐色二1:(漸移嵐、 10'""'-'15cm)、N層黄褐色砂質土(地L1J) とな

る。 遺物はE層からわずかに検出される。検出された遺構は、すべて地山面での確認である。

南側では、 I層黒色土(耕作士、 1o '"""20 cm入 E層黒褐色土(l5"""'20cm)、亜層にぷい黄褐色土(漸

移層、 10'""'-'15cm)、N層褐色土(地山)となっている。遺物はE層からわずかに検出される O 遺構確認

は、地山面である。

b 検出遺構と出土遺物

根下戸 I遺跡では、縄文時代の溝跡 l条を検出した。遺物は、石槍 1点、スクレイパー l点、石錘

l点、黒曜石の剥片 8点、黒曜石以外の剥片が数点出土した。

根下戸H遺跡では、沢の落ち際で縄文時代の土坑 1基、焔し穴 l基を検出した。遺物は出土しな

かっ fこO

根下戸車遺跡では、縄文時代のフラスコ状土坑 1墓、土坑 2墓、 i絡し穴 1基を検出した。また、漸

移層で鉄津をまとまった状態で検出した。遺物はスクレイパ-1点が出土した。
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第 3章調査の記録

S 

a 遺跡の種類

根下戸 I遺跡は縄文時代の集落跡である O また五;援下戸五遺跡は縄文時代の狩猟場である。根下戸

車遺跡は縄文時代の集落跡、および鉄湾の存在から吉代の生産遺跡の可能性がある。根下戸車遺跡は、

根下戸瓦遺跡と向じ台地上に位置するが、根下戸豆遺跡は台地南縁にあり、この区域は台地北縁でさ

らに遺跡の性格も違うことから 1 根下戸在遺跡とは違う遺跡と判断した。

b 遺跡の範聞と工事区域

根下戸 I遺跡は、調査区南側の台地上で北端は調査区中央の沢の議ち際までである。根下戸E遺跡

は、根下戸 1遺跡と調査区中央の沢を挟んで北部に位置いこの台地の南縁部分である。根下戸亜遺

跡は、根下戸立遺跡と同じ台地の北縁部分である。

c 発掘調査特に予想される遺構 e遺物

根下戸 E遺跡では、竪穴住居跡が 1，-..._.2軒程度、土坑@溝跡、が数基(条)検出されるものと思われる。

遺物は縄文時代の土器@石器が少量出土すると思われる。

根下戸E遺跡では、土坑が数基検出されるものと思われる。遺物は僅少であると予想される。

根下戸車遺跡では、縄文時代の土坑数基と、古代の製鉄関連遺構が数基検出されるものと思われる O

遺物は百縄文時代の土器@石器がごく少量出土し、また百製鉄iこ関する遺物も少量出土すると思わ

れる。
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第 2節遺跡範囲確認調査
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第 73図 根下戸 I.rr.m遺跡範囲確認調査結果図
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IH下J; 1遺跡

トレンチ章者査状誕
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制 ドP liIl軍事
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第 Z節白血跡崎m瞳辺調査
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第 2節違跡範囲確認調査

(3) 大館能代空港アクセス

ラムシ岱 I

今

ノ

一

円

d

-

A吋

秋田県北秋田郡鷹巣町脇神字カラムシ岱 7-1外

平成 11年 11月4日""'11月 19日

13000IIf 

5.500 

5 

a 立地

遺跡は'" ]R 奥羽線鷹巣，~Jてから南 iこ約 3.3km、大館能代空港のすぐ北、 に流れる米代JlI左岸の湾

岸段丘上に位置する。遺跡の東側には県道鷹巣}I!井堂}!!線が南北に通じている O 標高は 40""'42mで百

下位の段丘面との比高差は 10，_，_，12mで、あり、北側で急峻な段丘崖となる。遺跡の西側には南方向に沢

が入り込んでいる。

b 現況

遺跡、南半は水田であり、かつての畑地を昭和 37年頃に水田に改変したものである O 北半は山林で、

あったが九工事区域内は伐採済みであった。

5 

遺跡南半の水田部分は南北および東西方向にトレンチを設定し、その後より詳細な範囲の確認のた

め東西方向にトレンチを増設した。また北半の山林部は伐採済みの雑木の除去を重機を用いて行い、

地形に芯じてトレンチを設定1 盛土および表土の除去は基本的には重機を用いて行ったが、斜面部な

どでは入力で行った。その後に壁面や地山面を精査して遺構@遺物の有無を確認した。なお試掘面積

は2，075rrfで、対象面積の約 16%である。

7 

a 属序

調査範囲は南北方向に長く『層序も南側の段丘上面部と北側の段丘縁辺部から斜面にかけてとに二

分される。段丘上頭部においては、 I膳:黒色土(表土 e耕作土)10，..._，25c盤、 E麗:黒色土 10""-'30畑、

:暗褐色土 15crn、IV層:明褐色土(地山土)となる。総層厚は 40'"'-'110crnで、ある O 地LU面は全体

的に西側の沢へ向かい緩やかに傾斜する O 西端部の沢への落ち際では極端に E層が厚みを増し、地表

から地山面までは llucm前後となり最も深い。北側の段丘縁辺部では、 I層:黒色土(表土)10r~ 

40c盤、立属:黒褐色土(遺物包含層)10，.......15crn、E層:明褐色土(地山土)となる。総層厚は 25'"'-'60 crn 

である。斜面部においては E層が厚みを増している O

b 検出遺構と出土遺物

水田部からは竪穴住居跡 3軒、溝跡 6条、性格不明遺構3基を検出した。竪穴住居跡は、確認面か

ら床面までの深さが 70crn程度あり、壁が良好に残存している。遺物は土師器片が若干出土している O

山林部からは土坑を 3基検出した。遺物は土坑覆土内から若干出土しているほか、段丘斜面中程の平

坦面付近より縄文時代後期~晩期の土器片がややまとまって出土している。この斜面は小規模な捨て

場と考えられる。
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3章調査の記録

s 

a 遺跡の種類

南半の水田部は平安時代の集落跡、北半のiJI林部は縄文時代後期~晩期の小規模な墓域と考えられ

る。

b 遺跡の範囲と工事区域

遺跡の範囲は水面部では住居跡が検出された中J心部 3，OOOrrfと、山林部では段丘縁辺部を中心とし

た2，500rrfの、あわせて 5，500rrfとなる O なお水田部の東側は水田改変時の詰lj平を受けており、範囲か

ら除外した。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

水田部では平安時代の竪穴住居跡などや百山林部では縄文時代の土坑などが検出されると推測す

る。また斜面部は捨て場と考えられるため、ややまとまった量の縄文土器片の出土が見込まれる。
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第 3章調査の記録
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調査の記録
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カラムシ岱 t遺跡
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第3軍閥直の記録
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第 2節遺跡範囲確認調査

(4) 主要地万道能代五域呂 (豊岡バイパス)

1 遺跡現在地

2 

3 

秋田県山本郡山本町森岳字東飛塚1l8-1A外

11年 12月6B~12 月比日

lO.700rri 

1.1∞zzf A 

F
H
J
U
 

と

a 立地

東飛塚館滋¥~立五東宮本実羽本線森岳駅から東約 1kmの、北緯 11' 5グミ東経 139
0
55'16"に位置

し五二級河川三議)11の支流である金光寺J11などによって森岳駅方向に Yの字に開く台地上(標高約

32m)に立地する。

本遺跡が所在する森岳地区は山本町の中心部にあたり、東側には豊富な湯量を誇る森岳温泉を抱え

るO 向温泉のjむを西流する三種}iiは鵜}ii}iiと合流し八郎潟残存湖に流入する。

本年度の範囲確認調査対象地は、北西方向と南西方向に二設に分かれて張り出した台地の南側の地

域で、全域がほぼ平坦な地形となっている。同対象地と台地西側の水田屈との比高差は約 22mであ

G
 

之
官

なお吉本遺跡から南約 4kmの低丘陵地には家の下遺跡、泉沢中台遺跡の 2遺跡が立地している O

b 現況

範囲確認調査対象地の現況は、山林 e原野 e焔@宅地@道路である。

戸む

議査対象地を縦断する方向に11I高1.5mのトレンチを 12本設定し百これらに直交する11I福山部のトレ

ンチを調査対象地の形状iこ合わせてできる限り用地幅いっぱいに横断するよう設定した。さらに、状

況に応じて適宜トレンチを追加設定した。設定したトレンチは、南側から個々に区切って番号を付し、

計 40本のトレンチとして l本ず、つ遺構@造物の有無を調査した。 また、現住宅地に隣接する部分に

はミ 1m四方の坪掘り調査箇所を計5箇所設定して個々に番号を付し、 l箇所ごとに遺構 e遺物の有無

した。重機の進入が可能な部分については、遺構確認面まで全て重機で掘削したが、軍機が進

入できない部分については、トレンチ掘り@坪掘りとも全て入力で行った。なお、地山富の精査や掘

り下げ及び遺構 e遺物検出箇所濁辺の拡張調査は全て入力で行った。

道路部分については、全て現県道につながる生活用道路として供用中であるため調査はできなかっ

たが、隣接地の試掘調査を十分に行った。また、調査対象地の北部で、畑が一部用地未買収のため分

断される状態になっているところと、!JJ林が一部伐採作業中のため危険な状態になっているところに

ついては、これら一連の区域の条件が整った段階で調査に入ることにし、今回の調査は見合わせた。

トレンチ及び坪掘りの総延長は 870m、試掘面積は 1，300rrfで範閉確認調査対象面積の 12.1%にあた

る。

7 範囲確認諮査の結果

a 層序 ( )内の数字は層厚

工事区域内遺跡範囲の基本層序は以下のとおりである O
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第 3章調査の記録

第 E (現耕作土)-

第rrJ欝暗褐色土 10YR4/3(20crn) 

第亜層褐色土 10YR4/6 一地山一

調査対象地北部の山林だったNo.27トレンチ付近の層序は以下のとおりである。

第 I層黒色土 10YR2/1 (10crn) -表土層(腐植土)-

立層黒褐色土 lOYR3/1(15，-""'20crn) 

第彊層 培褐色土 10YR3/3(10crn) 漸移層-

第:rv層褐色二i二 10YR4/4 地山一

調査対象地中央部の煩だったNo.l7""""19トレンチ付近の麗序は以下のとおりである。なお、この区域

は耕地利用される段階でいったん削平されたものと思われる。

第 1層 黒褐色土 10YR3/2(20crn) -表土層(現耕作土)-

第H層褐色土 10YR4/6 一地山

調査対象地内で現況が宅地になっている部分は、平均深度約 59cmまで削平され、その上に上砂が盛

られて砕石が敷かれていて、表土から地山までの層序は完全に壊されている。また、現況で熔になっ

ている部分においても一部表土の直下が地Lllとなっているところがあり 1 削平されているところとそ

うでないところが混在する O 調査対象地全体でみると、表土弱から地山部までの層厚は平均して 30~

40crnである。

b 検出遺構と出土遺物

③検出遺構

調査対象地南端のNo.lトレンチとNo.7トレンチの交差点で、確認面(地11[面)上に縄文土器片数点を

伴った土坑と思われる培梅色土の構円形プランを l基検出した。トJo.3トレンチ南側のま輩出面では土坑

とj恵、われる培褐色土の不定形プランを 2基検出した。これらは違f拐を伴っていないため時期の特定は

できなかった。

また、 No.3トレンチ北側の地IJr面では柱穴様ピットと思われる径 15，....__20 crnの培褐色土の円形プラン

を3墓、 No.13トレンチ東端拡張部の地山面では柱穴様ピットと思われる培褐色土の円形プランで、径

1 o '""-'20 crn規模のものを 3 径 30"'"'40 crn規模のものを 4基検出した。これらぬ基の柱穴様ピットに

ついては、伴出遺物がないことと遺構精査を行っていないことから、時期の特定はできなかった。

さらに、 No.10トレンチの西端部では幅約 10crnの並行する溝跡を 3条検出したが、性格等詳細は不明

である。

(⑤出土遺物

調査対象地南端で検出した土坑のプラン上から縄文時代晩期の土器片 8点(1個体になると思われ

る)が出土した。また、主に調査対象地の南端部で縄文時代の石核 l点、石器 3点、中世以降と思わ

れる陶磁器片 6点なども出土した。

調査対象地北端部の沢目に設定したNo.38トレンチの表土層下部からは陶磁器 7点が出土したが、現

代の耕作によると思われる撹乱を受けた土層中からの出土であるため原位置等詳細は不明で、出土地

点での遺跡との結び、っきは非常に弱いと考えられるO
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第 2節遺跡範囲確認調査

言

a 遺跡の種類

今回の調査対象範囲内ではミ掘立柱建物跡の柱穴の可能性がある柱穴様ピットを検出したが瓦

域館跡の時期@性格の特定に直接結び、っく遺構@遺物は確認されなかった。しかし、沼地未買収や上

物来撤去等条件が整わず認査できなかった部分が用地内にかなりの面積で残存するため、『秋田県の

中世域舘J~こ記されている館跡としての遺跡範密を十分に調査したとはいえず、今何未調査の区域に

は依然として舘跡に関する遺構@遺物が遺存する可能性がある。

また古今回の調査結果から新たに縄文時代晩期の集落跡、が存在することが予想される。したがって、

中宮城館跡と縄文持代の集落跡の複合遺跡であると判断される。

b 遺跡の範註iと工事区域

舘跡に関する遺跡の範囲は、今後条件が整った段階で行うことになる遺跡範関確認調査の結果に委

ねることとする。今回の調査で検出した遺構 e遺物の分布状況から、縄文時代の集落跡に関する工事

区域内遺跡範囲は百範囲確認調査対象地の南端部 (N0.12トレンチ以南〉区域である。

c 発掘調査時に予想される遺構@遺物

縄文時代の住居跡及びそれに伴う柱穴五土坑等の遺構や1 土器@石器等の遺物の検出が予想される。

今回のトレンチ調査で検出した遺構。遺物の密度から推測すると、調査面積に対する遺構@遺物の分

布密度は比較的低いと思われる。

吋
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3章調査の記録

第 79図東飛塚館跡位置図
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遺跡範囲確認調査
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遺跡範囲確認調査
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lII3章濁湾骨記録
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第 3章調査の記録

( 5 ) 一般地方道森岳鹿渡線踏切除去日工事

①古舘堤頭E遺跡

1 遺跡所在地 秋田県山本郡山本町森岳宇古館堤頭 10-2外

2 範囲確認調査期間 平成 11年 12月6日，..，_，12月 10日

3 範囲確認調査対象面積 2，000rrf 

4 工事区域内遺跡面積 2，000rrf 

5 遺跡の立地と現況

a 立地

古館堤頭E遺跡は八郎潟残存湖の北東部、 ]R奥羽本線森岳!釈の南方約 2.5kmの地点に位置する。こ

の残存湖に沿った地域では耕作地確保のための大規模地形改変が繰り返され、今日に至っている。農

業用水確保のため各所に残された堤は!日来の沢筋を堰き止めて作られており、それを追いながら原地

形を復元することができる。遺跡は古館堤と呼ばれる農業用堤の東に位置する堤の堤頭部に立地する

が、堤自体は後世に沢を堰きとめて構築されているため、下刻による小谷状地形に臨む小丘様を呈し

ている。

本遺跡の立地する森岳段丘は砂層(砂磯層)で構成される。これは温援な環境下における沿岸性堆

積物と考えられており、層厚は 5m以上とされている O 下位の段丘面である金光寺野段丘構成層から

降下火山灰 (Toya)が検出されていることから、その上下関係により南関東における下末吉段丘に相

当するものと考えられる O 本遺跡における地山 (V層)は段丘構成層の上に堆積する風成土であるこ

とが、近接する琴丘町家の下遺跡の調査で確認されている O

b 現況

本遺跡の工事用地にかかる部分は大半が松と杉の植林地であるが、調査に先だって伐採は完了して

いる。また範囲確認調査の調査区の南辺は堤の頭部となっており、水没している O なお調査区中央お

よび北辺を林道が横断している。

6 範囲確認調査の方法

調査は計画路線に平行および直交する方向に、幅 1mのトレンチを設定しておこなった。 トレンチ

にはNo.1，..，_，No.10までの番号を付している (No.4・ 6は欠番)。トレンチの総延長は 182mで、対象面積の

9.1%を調査したことになる O トレンチを掘削し遺構と判断される土層の変化が認められた部分につい

てはその種別を確認するように努め、平面図作成および写真撮影を実施して記録した。また出土した

遺物にはトレンチ名と出土地点を付し、位置を記録した。

7 範囲確認調査の結果

a 層序

I層表土層、層厚 10，..，_，15cm

H層黒褐色シルト、層厚 10，..，_，30 cm 

E層暗褐色シルト、層厚 20cm

W層漸移層、

V層黄褐色粘土~シルト(地山)

調査区内における各層序の層相および層厚は上記のとおりである O しかし地形の起伏により、低い

-124-



第 2節遺跡範囲確認調査

部分では層厚が厚くなる傾向を呈している。最も堆積の厚い調査医南辺部(第 10トレンチ密端)にお

ける地山 (V層)面までの深さは約 1mであるが、遺構を多数検出した調査区中央部の小丘状部分にお

ける地山面までの深さは約 60cmである。調査区南辺にある小谷状地形は南西に接する堤の頭部に当た

る。遺跡の主たる時期である縄文時代中期後葉の遺物は豆層、璽層から出土しており百当該時期の遺

構は重層から掘削されている。

b 検出遺構と出土遺物

調査区各所で縄文時代の竪穴住居跡 S軒、土坑 9基、柱穴 10墓、焼土遺構 l基を検出した。

縄文時代の土器垂石器は調査区各所から出土したが五調査区を東西に横断する林道より南側(第?

トレンチ以南)では少なくなる傾向が認められる。土器は縦位回転施文の縄文のみを有するものがほ

とんどである。大木号式真J~ に係る破片も出土しており九縄文時代中鶏後葉に属すると考えられる。

g 

a 遺跡の種類

縄文時代中期後葉の集務跡であるo

b 遺跡の範囲と工事区域

今回の範閤確認調査の対象地区全域が遺跡であるが、北接する松林内にまで遺跡範囲は広がるもの

と思われる。また調査院南辺の小谷状地形(約 400rr:Oについては堤頭部となっているため水没はして

いるものの、隣接して設定したトレンチに遺構を確認したことから遺跡範囲に含めている。

c 発掘調査特に予想される遺構@遺物

縄文時代中期後葉の竪穴住居跡、土坑(フラスコ状土坑入柱穴、焼土遺構を多数検出することが予

想される。遺物も該期の土器 e石器類が多量に出土することが予想される。しかし調査区を東西に横

断する林道より南側では、遺構 e遺物とも若干密度は薄くなると思われる。
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第 3章調査の記録

奪阜

第 83図古舘堤頭立遺跡位置図
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3霊調査の記録
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追跡範囲確認調査
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lfI3意調査の記録
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( 6 ) 秋宙空語アクセス

2 

秋田県河辺郡雄和町椿川字奥椿岱 195-2外

平成 11年 3月25E3 '"'-'8月31日

3 範圏確認調査対象面積 2，150 rrl 

A 工事区域内遺跡面構 Orrl 

5 遺跡の立地と

第 2節遺跡範囲確認調査

奥椿岱遺跡は、 ]R奥羽本線和田駅から南西 4.5旬、主要地方道河辺雄和線を南下し、秋田県立中央

ミネソタチ[，!立大学機構秋出校へと向かうト字路から右の台地上にあり、平成 10

施して縄文時代中期末葉の遺構が検出された遺跡の南に連続する地域である。現況は草地と護薮で、

ことに笹薮はゴミ捨て場として使用されていて、 J費乱が多い。平坦地は標高 62mほどで、東側がなだ

らかな斜面となっている。南端部に存在した牛舎は移転して九跡地は整地されている O

5 

重機を使用して東西@南北方向にトレンチを設定、さらに平成 10年度調査地に近い位置では面的

に拡げて遺構@遺物の検出にあたった。発掘面積は 618rrlで、調査対象面積の 28.6%にあたる。

7 範盟確認調査の結果

a 層序

I層:褐色表土、厚さ 5'"'-'20c皿、 E層:黒色土、厚さ 10，.....，40cm、亜層:褐色土九厚さ 5'"'"'20 c盟主

:黄褐色地Lllである。

b 検出遺構と出土遺物

遺構は全く検出されず、遺物は平成 10年度調査地に近い地域から縄文時代中惑の土器が数片出土

しただけである。また、 5丹に実施した分布調査む擦に弥全土器が 5片出土し、

代の竪穴住居跡が確認されたとのことであったが五今回掘り下げて精査した結果、竪穴住居跡は検出

されなかった。

告所昆

今回調査対象とした範囲内では、発掘調査の必要はないと判断される O
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